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者にJJltる安静時膏血吉区分布と.高...属候取.の聞に

有憲な"相関を認めた おそらし腎鵬が変身S樽鍾活

動の膨・を受けやす<..a例ほど交感得縫の際袈に

より腎血管，.. 抗が綱大しているためと考えられる・》

.，防耐容能と"血.. 分布との腿係に"多少のばらつ

きを..めた。鎌近我々".慢性心不全患者では畏鋼聞

の血=叫tlomngによ 9運動筋肉盤が減少し運動耐

容能の低下要因と''"ていることを繍告した"今後，

週動耐容雌l::WdnK分布との閲星座性.修飾する町四と

して，通園筋など末繍要因の彫.色合bぜて倹約する

必・ーがあるk考えられる

以上.安働時膏血成分布11.C.~・飽廊嘗"省の.，，-"'
および運動耐容艇と関連する安鱒附血行11剛術省.とし

ての窓穫を有ずる
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failure. Am J CordIol19・1・7: 33-39 

2) Asanoi H and 5絢a.yamaS: Relatlonship of 

，1.訓 a 岡町開眼前，，~ωW回巾山r load oou 

pJing in patients w抽恥8代 failure.Jtll Cirr J 
1拠8 図 131-140
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rωistribution index 01 nut叫iveb似訓dflow to 
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e・.."血"分布と遭鋤崎容穫の関係
丸'"眠症候性4噌隆 盛i.W.~・，四角峰慢性心司会g

'告示す Peak ¥'0. tの関係.uりで示し
a地 erobicIhl'1!曲old(̂T)との闘錨U'*'.(>!で示
す
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5考.

優位心不全患者で仏安"時よ 9安唇9・，..，民の光溢
倉唱ゆられることU刷知の...である".t是々 ".慢性

.f."f金勉容で'"智柳時血般ノルエピネフリン温度が心

不全盆盆rrとともに機加するこ L また.，佐働時の血

，.ノルエピホアリン&運動耐容能の聞広U有志な辺倒

聞があることを帽告した" しかしこれ傘で温動樹容

能と"鯵時血行動錦織舗との聞には，網開が認められ

ないとする紺曾が多い今回，貌々}丸心侵能障警息
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肥大心にお廿る心筋弛緩特性の運動応答

弁滞英夫永岡栴三 神闘裕文飢圃良三

祖父在俊和石原均 a健闘充弘

正常ωでは運動広よって左室の姐."促道tきれる

が，肥大型心箇盆mCM)では湿酌による勉錘の鍵遣

が抑制されていることが明らかにされてる" しかし，

このメカニユズムについて"いまだ明らかにされていな

い そこで...々は，この理愈が HCMに縛畏的信進

国防応答信のか，ぞれとも心肥大の恒E置にaづ〈もの4誌

のかどうかを"ぺるために HCMと高血圧性毘大心

のa駆者で週動中の心舗除と左宣'f!8..湖底毎下鴨"

敏"，との関係を比厳検討 した 事たーとの関係にお

げる鍬脈自体の修.を際価?るために右房ぺーシング

奪行い，捌脈に対する'"の応容を両疾息瀞で沈叙し

た

. ". 
対..陰非開寵色肥大型心筋使l'例，高血圧性肥大心

の.者 10飢健常コントロール野5例である HCM 

の・e断Ilfllll.身体扇Jt.v‘幽心・組音波後董，

4必・.テーーテル捌...右君臨ω罰金績から1J生省特発色

心".，研究湿の"断基調Rに"づき行った 心a届膏a
a・奮の所見から""管制実の公式"低温づき 左重心

筋"(LVMa騒}を家めたlICMi" LV Mas6 1.1<盆泌
が2OO([/m'以上の缶V町l!HCM IH: 200 g/m・米視

のM民防司teHCM 聴に分領した。同織に本.性高血

a症の・省について LVMass Index i'求め E凋 a/m'

以上 200が'm'以下の 10例を高血圧性肥大心鮮とし

た，年・Sに4瞬間で監はなかった LV MUIII間島眼 U

M"，，~惚 HCM 醇と高血圧性毘大命"とで等し 〈

左富趨修より求めた匂KU郎、 f，吾ction.左窒取組来樹

容積(LVESVIJ.~tI!末期容積 1LV回vnはCont.-o l
を怖いた"，，.に有窓盤ほ".告かヮ食。

~"ð..大策目脚錨‘床検査医学訓随

1<…叩 町四J附

S 方建

金僅例に対し.右上腕動脈より Mi!ler社製カテ，.マ

ノメーターを左重内に.右上節'"帳よりスワンガンツ

カデーテル.腕動脈に縛入した Moderate HCM" 

と高血圧笹肥大心"では寄らに右鎖骨下降脈より 2極
電極付きカテーテルを高位右"に留置した Mωu，ω
HCMIfと高血圧佳恩大心"では安静"のコントロー

ルデータ.""した寄金に右肩ペ シJ グを緒行した

制温風鎮.11:1:.分"固から 110罰慮で 10聞ずつ 3分毎

に堵やしたが。 2例がW旬'lCkebachty院の贋室プロ

タクのために刺自陣鍍，.を毎分 110固まで綱やすことが

で'なかったペーシング献敏鈴7後 15分間待観した

低鶴岡町 3分M.50 wall 3分間の仰臥位&ルゴメ

ーター遭動負荷隊臓を施行した 5."官 eHCM"とコ

ントロール併も.テーテル留軍総 同信の仰臥位エル

ゴメーター辺助負荷肱般を施行した.ペーνングおよ

び温a胸中。 1'11・心‘凶.左室内11'..よびその 1'"
.. 分dP/dtHI時的に連続記録し，各段階侠了直前の

左宣内庄幽鎗から Weisaらの飼いた めgarithmic

method>l t Raff and α'"の刷いた d除nVlltive

W国 hod"によっでそれぞれ膚定tttauを針算した ま

た安鈴時コ ントロール.右.. ペーシング.ょσ';0勤続
了直前の血巾カチコラミン調度老舗定した

. .・.. 
安静時のiI1IT働組姻傷では左宣.大収納綱E

LVrsPは高血虚位肥犬心酵で有怠に衡し'"は

Mωerate HCM Dと高血圧健肥大4む併に比厳し

Sevefe Hc..".f'手陣有窟に延長していたが. Mα，，~U

HCMIfと高血圧笹E大心"との聞には有憲釜""'め

なかった "."，の心必..... 動脈..入11'.心係微に

‘"欄で鍾陪なかった

金'"例での安静簿の l地 arit初旬民間ih吋から求。
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た taul:. LV Mass Indexとの聞に陪強い正の紺閣を

毘めた {τ'='0，81，p<O，OOI) 悶縫に derivative

m凶賞対から求めた taul:. LV Ma鎚 Indeχkの聞に

も強い正の網開関係を包めた (r=O随. p<O，OO)). 

目安勝縛および運動中および，右房ぺーシングによる

.大..... 事それぞ九で宋根川防脈血中ノルエピネフリン

調度に"，，.に有，.釜は..めなかった

箇 1は..働中の心割自数と deri¥'ati、宅 m.由。dより求

めた".との関係を示す 各幹とも繍微調散に近似さ

れ，強い貧の楢閲を包めたSevereHCM I撃と Mod釘

ate HCM 目撃の相関歯組ほ互いに平行でその傾きは高

血庄位肥大心膨に比べ有志に.. やかであった 運動中

の"納鍬と岡山血m，.町山吋より家めた".との

聞の関係も.derivative methodより攻めた".の・

合と岡緑の関係老健めた

HC川と高血圧性肥大心とで".の運動中の心納応

答に進“が生じるメ均二ズムを明らかにするために1

左重む筋..が同信度のM叫 erateHCM群と高血圧

性肥大心群とで右傍ペ シングを行い頻鵬自体に対す

る""の応容を比鮫した安併時には Modera旬

HCM' "1:.高血圧性肥大心群の"の値は同じで.ペ

シングにより心相自微を 110:1で欄加きせると岡野と

もに有窓に".の値は減少したが，その変化位授はな

かった. 方温動により心鈎散を増加させても凶"の

侮は減少したがHCMでは， ペ シy グによる応答以

」ヒに11tauの値ほ減少しなかった{図2J.

! .... 
頻'礎自依 2凶よぴヨ芝居体経系の網訟によりむ筋B飽

の mactrvat・ωnの過程は促進さn.運動により心筋弛

観が皐〈なる と等えられている"今回の繍果からは。
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園 2

週動中のカテコラ~ :.--温度に HCMと高血E性肥大

心との聞に差はなし宜た，右肩ベーシングに対する

".の魁下の担虚にb両候患酔の聞に盤は認め"かっ

た したがって， ω筋弛緩の週駆動応答に HCMと高血

圧性肥大心との聞に愛興が存在するメカニズムとし

て高血圧性肥大心に比ぺ HCMで"温動観鎗の交感

得径刺画監に対するむ儲飽胞内のuo"動態の応答が抑

制されている可能性が示唆された
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慢性心不全患者にお付る

労作時呼吸困難感と安静時呼吸機能

および心肺運動員荷試験の諸指様との関係

小体界・ よ鍋健治・ 中村光行・ 千葉，..続本諸積・ 平... 彦・

S 目的

慢性心不全息宥の労作時呼敏園短感の幽司..'"に関

してa.々の.. があるlt

今凪呼@圏姐感の附現や僧強伝どの変化は労作"

の債銀先週.に級定されると考え 運動負荷鴫呼吸凶"

"の防環と綱領.Bo町g摘散で解備し，安紛鈴呼吸・

Sを必よぴ心肺運動負荷鼠織で褐られる繍網棚kの.. 係

を倹約した.

5 対.とフ哲謹

対象u・性心不全..者ω例【男性22例，女色"例白

平均隼・59:t1Za)で.Ii・....，志弁，，，.，，例I 心筋

袋・6例，先実性心...，例 11m佳心疾.，飢そ

の他...で~ヲた綱.. ・は<2例で.む，.，網働.'‘例

であった 金例に金量位自転単エルゴメ タ による鑑

11限界色の心筋湿働負荷IIt.OuWの warml喝 'P
の後 15 Walwminで爾槽ずる"同p負荷憎瑚随}を行

ヲた...検者には&，湾指憶について+分鋭明し，負荷

ゅに呼敏幽・8が出現する時点.-.術叡"何aや

きつ‘リとし.また呼吸闘賞喧が槽強する時点..  併軍

備像 171か.り'つい"して.その時点への到進聞に

横者に揃で合罰するよう鋼示した 蝿然性代町潤僅

(AT)I;I:JI{則として V引".迭により決定し，呼吸性

代償掬鈎点(RCP)隠 VElVCO.の持続的上昇開始点

必よぴ宮同O.の縛使的低下開始点により決定した

また '20時には.，.. 鱒呼.. ・R・Eの健舗として%防語雪

量および'"車.攻めた

1 •• 
.0噌術敏"で吻負荷量(Watt)~%勝街震や t 紗

調僚との聞に有，.な側関関係Uなかったまた，Bo..繍

諸手極純次:lI!MZ内側

何冊 .Mitlf't丸山

敏げでの負荷.と%飾訴.および 1紗司区民.開暢に

有志な相機関係Uなかヲた

"，".楢.."および 11.AT， RCPqの・~，略取.. 
(VO，).負荷温(Watt)心鈎敏(日則金，・高厳罰陸g聴取

.，開kVo，)劉逮略点の・i"100 %とした時の制対

強度として..めた邑ころ.Borg僧.."創よぴ AT"

vo"ま各々peak VO，の 71.5企15.9%と舗 8土14.1 

%で， 両者総よ〈一致した また，""'.術数，，>よ

ぴRCP時の Vo.u:各々 peakVO.のお 3主13.3%と

88，'主9.9%で.闘奮もよ〈 殺した，次に， Borll銅

敏"およびAT時の Watt・!tlHi.々 peakVO，8.Jの

60，0念15.1%と 53.0土11.0%で両省"よくー量定して

>り. Bo，習指1117 と RCP 時の WattJ監a~々，..k

vo，の 82.2企10.5%~邸 9玄 11.3%でよ( -"して

いた。きらに， ."'.摘敏，，>よぴ AT崎の HRも

&々 pcakVO.の"'.0土10.2%と 81.5土10.1%で，"

蓄はよ〈ー殺し，Bo，湿欄鍛".よぴ RCPllの HR

"d々 peakVO，の93.5主9.8%!::93.9企 6.9%でよ

〈ー殺した{図1)

次に， ATと....術敏 '3の時の VO，. Wau. JlR 

の関係を闘2に示す Borg tftJ監"での VO"Wau 

HRほ各々AT時の VO，.Watt. HRと亙欄附，，-

0.53， r=0.5O. r=O.90いずれも p<O.01lを示した

車 t~ . RCPと晶唱術.."の"の各錨・との関係も，

vo，. Wau， HR U;.いずれも良好な正網開(r::O飴，

r=O.8S九『雪0."いずれも p<O∞"を示した{図3).

s考鎗

ATや RCPの脂指傾と安静却の呼吸織健の聞には

省奪な関係ほ包められなかった ATとBo..鍋依"

RCPとBo..銅像"の術慣聞に曾信関連を包めた.

すなわち，漸増する連動負荷猷織でa負荷.の鳩加に

伴ぃ.. 気温も刻版増する との時，代鮒憧アシドーシス
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bこ傾〈ことを略般伎に代繍し.ATおよび RCP時に雌

ヨ医療取.(VO，)の柵加に比ぺVEが不釣り合いに増加

する倹気丈進が怠ζる このAT tt! Borg摘敏 1Hや

や坦ついjに.RCPが 80..術鰍 1Hか主"ついJ
に相当するこ左から創刊侠気元遺伝伴う呼恨の野カ略

を呼犠闘...の尚現や嶋織としてa貸する主考えられ

た

. .とめ

慢性む不全".骨の呼吸図鑑感の出現や増強をもたち

すものは，安勝怖の呼吸峨能ではなく I 健気佳代謝M闘
錨 (AT)や呼吸佐代償開始点(RCP)などの時期に幽現

ずる倹気光謹である

8 文献

Ll Bω"g G: P"rceiv..d ~x~rt ion HS an ir叫 cat~r of 

駒田町民rf:'!l!i.SC/md J Riha“l Med 1970 : 2 

3 : 92-98 

'1上嶋健治..街厳元詩情.1'-.篤旬。ほか 週働時の

自覚症状の半定a量的市平短波の..肘 岡本趨床生理

学字会繕Itl錫8:18: 111-115 
31 上嶋健治連動負荷紙肢にお付る~恨約運動強度

の窟..Mod，，，. F明!:1'sjC陪，.1993:13: 167-171 
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慢強心不全愚者における

歩行速度と酸素需要の関係

商山安渚・永田剛・ 薬品貌・戸・総徳・楓早蹴・・

平野浩二・・古賀接関J・・ 今痕勉・・ 量増功次…

慢性心不全思考は.v鍋嶋低下による骨格筋血慌の

低下のみならず，日常生機に匁付る適度の翠働制限に

より'""償対l出向白噌の進展をきたし運動艇の低下ゃ

8修行適度の低下を生じることが知られているDavies

ら"1;1:.性心不全患者め NYHA11.111"では歩行速度

と歩舗の倹小化を生じており，それらがPeakVO.t 

E絡闘すると報告している

Raltonち骨の報告以来。.，信者巴M"る修理監の多符

速度と健 多行速度・自際婦コスト関係から見ると，ほ

ぽa険適目捜索ヨストのνベル(13m!分)にあることが知

られている Martin t，..はこの歩行速度酸素コスト

関 係"自術運動置よりも年"の膨4・が強〈 粛働者で

は週い8歩行辺倒Eでの自慢蕪コス ト省大が符衝であり.こ

れは老化に伴う骨格筋線維成分の変化が関与している

と錘粛している

一方，匂I1ivanら酬によると心不全'M普の末檎骨格

"の銅線成分では slow-twitchfiberの比率の低下を

留めており.そのために来楠骨稽筋の有酸素能の低下

による運動能の低下を衆していると纏織している

したがって慢性心不全息者にお"る歩行速度目由来

コスト関係は健術者とは異なる可能性が奮いと考えら

れる そこで本研究で怯後性心不全島容の歩行迎度-

'"衆コス ト関係を調べ経奮の歩行速度に対する酸素

コストとむ筋醜業梢費量の関与を検肘した，

I ，時・と方建

対象は NYHA1l.HL!I:(1)慢性心不全患者(CHF)8 

名〈平勾年働 618:)で，対照群(Contro])として.，.

久留畿大"'11111:センター鯛・E胸

{ 叩 久留米市問 15S-1】

・・久留朱大学医司r.1II.区3内総

“・ 阿 保個体首セyタ-

I平醐久留 米畑同

matchingした心不全の既往のない心疾患6名を用い

た

まず各自の径"の歩行適度を測定するために.2∞ 
m歩行の剛佼司会計測し歩行適度Cwalkings-院で<>を算

出した きらに体恥の6・を考.c身長にて摘正した

(walking SPeOO/説atum.次いで厳罰Rコス トと心筋E腹

痛消費量全湖定するために。 AEROMILL(8本先電社

製〕を周いて 5段階の速度(2.4.3.2.4.0.4.8辺 6km/

h)による 5分間の単ー負荷悦般を施行した劃定項自

"血圧。心拍数、敵来健司，.と した酸禦コスト (ml/

kg/km)肱各速度の steadystateでの酸素鍍取量

(ml/kglをOxyconSigma{MIJNHARDT祉痩}を

"いて測定し，さらに各溜度で徐しτ*めた 心般国世

寝前R'置の術調には Rate-p!宅 相lI"CprOOl胤 (RPP)を
用いた

S鎗巣

図 lに商群の任意の歩行速度を示す よ段の帥lk

崎明~(CHF: 3.5会0.8v&Co柑 01:4.5土0.2

p<O.OS)，下限の walking $JX拾d/stature(CIIF : 

2.2企O.SvsControl:2.8ま0.2.p<O.OS)とも慢性心

不全勝で有怠に低下していた

図2に各逮賓と僻事コストおよび RPPの関係を示

すよ般の酸素コストに関しては。 CHF欝で1;12.4

273:t23.3.2: 221企16，4.0:213土25，4.8:216:t21 
と... 、4.8km/hを底辺と した U字歯織を縮いた

なお 5.A kmlhに関しては"巴のみ錨行可能であった

ため削除した Control群 はおいても， 2.4:224玄

19.3.2: 196土19，4.0:183企15‘8: 184土7，5.6: 
187企11とCUF鮮と同様な胸鰻を繍いたまた各速度

での両礁の酸集コストに関しては，CHF群で有志に低

傭であった

下級の RPPに関して 1;1:.CHF僻 2.4:10l=
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文献

Davies SW， Greig CA， Jordan SL，ぽ al:Short 

stepping gait in severe heart failure. Br Hf(lrl J 
1四 68: 469-472 

図 2

B 
)) 

27，3.2: 10H:27.4.0: 121主34.4.8:132主砲 Coo 

!rol!f: 2.4: 11自主 30.3.2:126:1:29.4.0: 13B主

32.4.8: 170孟 40.4.8:197:1:52と商群とも速度の上

昇に伴い RPPは鳩加畑向を示した

2) Ralton HJ: Energy-spo;:ed relation and optimal 
speed during le情 1walking. lnt Z 

Ph戸iDI1958 : 17 : 277-283 

3) Martin PF.， Ro廿温凶nDE and Larish 

Ef{，出S0/ age and phy創 calactivity由"臨凶

仕e可児ed-aerohicdemand rel凶 onshipof waJk 

ing. J Appl用問"011992 : 73 白羽 206

4) S1.Illivan MJ， Gr防 nHJ and Cobb FR: SkeJetal 

muscle biochem旭町y IInd h岡山 m am-

b叫atorypatients w抽 l侃沼田m heart faiJure 

Circula針。"1990 : 81 : 518-527 

5) SuJlivan MJ， Gr館 nIIJ and Cobb F喰 AI<邸宅d

skel出叫四t由 Jicrespon盟."…盟
in chTonlc heart failu陀 RelationωskeJetal

muscle aerobトcenzyr問 activity.Circwwlion 
J9円91: 84 : 1597-160"1 

"'"喧W

00 

s 容積

今回の鎗討でも歩行適度と酸素コス トとの聞には金

例において U字関係を留め則。最小酸脅コストは

4.0-4.8 km/bの歩行速度と考えられた別

任意の歩行速度に関してIi，対附併でlま.. 小雌察コ

ス トレペルで歩行していたが慢性心不全患者では

3.5 km!h t.小駿欝コストレベルより低下してお

り。厳禁ヨストの闘では不利 k考えられた 一方，心

筋段無消費量の薗から見ると歩行速度の低下総心筋酸

策泊費量を銅剣し，<戸ド金庫蓄に"有利と考えられる

以上より慢笹4心不全患者の歩行温度の低下払酸襲コ

ストの困より心".由来梢費の薗を強〈反映した結集と

錐察きれた。

また各歩行速度での園陸策コストは倭性，"'"会患者が

対策群に比し有意に鋼大しており，これは慢性心不全

息者が求納骨格筋νペルで有働*能の低下を生じてい

るためと考えられた&川
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心疾患患者においてL1VQ，/L1WRが

変化する犠序に関する検討

山崎薩仁・玉芥淳・ 岡野嵐明 高木洋・

佐頑徹・ 宮忠雄治・ 伺原，.".後獅箆ー・

む"温動負荷蹴.で得られる週動能湘.慢のーつに選

.負荷..の噌加に'ーする臨現時蟹取..噌加問割合である

4Vo.l4WRがある".dVO./4WRは。直血性心疾患

息者心不全息省において有愈に低下することが報告

きれている"以前に稜々は心筋...・者に対して望

動，誌を施行し，運・..，量輸に 4VO，ldWRが低い盤

側で..運勧銀法によ 1)peak VO，が槽加するのに伴

勺て .dVO，I.dWR自体も縛加すると とを緑告して倉

た制今包 tJVO.I4WRの変化する.序.倹約するた

め.4VO，I4WRと還動負得に伴う・*負債との闘進

につき験射した

S対象 ・，，;>

対象肱使割院院換む症のない急性心筋!O..~償問息者

，.. 

30例{全例男性.平均年附">7践}であるこの"者

に適.".注舎爽継し，運動8際法開削除制...了前に症候

限界伎心腕遭動負荷内総厳(CPX)を'優待した遍動療務

の期間は，.月間とし.前闘は歩行および自伝耳障ヱル

ゴメ タ ，後期怯自転車エルゴメ ターおよびエア

ロピタスエタササイズを盛綱下に行った CPX Ii塵
位自転車エルゴメーターを周い..初の 1分間の..負

荷ののち.15 Wattl分の冊舎で運動強度を峨加させる

ランプ鋼荷.行った実憾の計測方擦を悶 1に示す

4VO，I.dWR 1;1;， ランプ負荷捌鎗 1分後からvo，
が似淘kVO.の 80%と.るaでの VO.のプロフト.

1次臨帰して，その傾ーより民幽した また厳粛食自貨

の倫相"として，道.. 負荷終?後の厳司.. 略取星より OW

時の・調障害要.，量を愛し引いたものの旬開分値を京め

加<OW 15w/m I聞… 問問

P..k Ex 

国 1111IJ.i塗
Tou.l 、o， -E~ Vo.+Rec VO" RJT VO，・RecVo./Total VO， 

a・ill...胴也νター内側。.陣内

仰踊.図..白台1>-1-]】
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4VO.I.dWR R/T VO. 

4園川，~刷叫 。。
叶' y・3V.-l畢寓。y 。 。 .-0."目。

.<止"。
ι 回

e 
。o。

y・2司令官，.。
，"0.10 。。

U 。。o。 o <0.01 。

'0， 
園 2 週間勤鐸議献におC16".，.10. VO" .:lVO，/.tWR， R/T VO目の即応直

4VO/.dWR*加iiIO10 %齢

p.O.01 

" Pnk VO， 
(ml/min!kg) 20 

" R R 

4VO/.dWR iItII< 10 %It 

P‘0.01 

pcO.Ol 30 

RIτ'0， 
(%l 

園 3 .dVO'/.:lWK粗鋼・tpnk V恥K/"‘んの関樋

r代 OVt'1'YV()，としま.向閣に遁働中の厳司医療取.よ

9 0 WII.lの餓."際取..差し引いたものの積分館を求

め exerciteVo.とした選動によヮて生じる般家鰻取

.の槽加分"tot&1VO.と定aしたが， ζれUexerds昭

Vo.+rec。時句 vo，で表される厳粛負債の比率会君慢

す倒繍として E侃-&1VO，に'"める V氏。、、eryVo.の閉

合でbる recQY~y VQ.ftotal VO，(以下 R/TVo，l f 

... ，例ごとに寧吟た

8 ・・a民
11遍.._.農前に"りる各繊細の関連{陶2) 運動割前

法附""防"回kVO.tdVO，I4WRの関連会図2
aに"す p"除 V仏 0<低いl.it".tJVo.l4W院は"

S区低値であった また幽 2 翁に示すよ う κ• iJVo，l 
4WRが偉いほど.R/T VO.I:有.<と高値であヲた

"温勘 1Ift;.JtI:での変化遺動...により.pCilk 

VO.li還・a陸自町21.6土3.2ml/min/同から濁勧銀

陸自食 25.8土3.8rnl/mIn/kl民有.に槽加 し，，<

0.01J. R/TVO.t>連副.法例"念'"から 16<・%
へt.fii...::低下した(p<O.05】 しかし.dVO./LlWR

U高動観溢前 8.3主I.Oml/m、IWan.後 8.5企1.0

1011剛 I>lWal1t有怠な定化告示さ主かった
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川崎細川畑

". 

嗣 一 筒陣網"

w. 

園・ 週阻.. 温噂・a隆の VOJWRの~ftc (bnn Ddt‘の冊9・

3)4VQ./4WR調帥鰍とpeJkVO，. RIT V伐の岡

遺{園J) 週.. ・..により dVO，/4WRが 10%以上

噌加した"と.制加が 10%以下の"撃に分Wて験射す

ると sVQ.I4 WRが 10%以上槽加した"(10例}で

は。週動銀訟により R・kVo. bl相加するとともに，

R/TVO.が平均19%よりお%へと有窓に減少した

(p<O.Oll ー方 ßVO.I.dWR~・2闘が 10%以下の瞬

'"例}でほ，濁働賓館により peakVo.が相加した

が.RlT VO，はゆ%-18 %と宥"な変化を示きな

かヨた

8考.

4Vo.l4WR IJ. 11血性心...息者.心不全a・に

おいて有"に低下するこ kが・・告されている 今閉

観々がiJvo.I4WRと遺鋤負荷に伴，..負債との

関還につ...射した....遷..，官僚に伴ヲて 4Vo.ld
WRが婚制した症例では R/T VO，が減少して.り.

iJVO，/4WRが変化しなかった使例で跡。R1TVQ盆も

変化.・e・bなか。た.己れ.・3え園で来すと鴎4のよ

うに会る ....わち，遁働.訟により 4Vo./4WRが

婚加する騰で...車"の傾注である 4Vo.l4WRの地

大にともない..atlの割合も小さ〈なるが.4Vo.I 

dWRがm・8闘し盆い"では，ヨ動.演により関前

vo， "伸ぴても厳粛負債の割合は変化してい話、h以

上よりむ害復鳳患者におSずる.dVO，14WRの低下U運

動負御ゅの霞業負債の側首犬を反映していると考えられ

た.

8文献

II Hansen lE; Relat・。nofO.Y依."時・keto岡崎

山 innonnal men wilh circul・101')'di町""~

AmJ白 rrJioI1開7: d9“9-674 
2) cohen S: Compariaon of OXY1left uμ・k，d町'噌

bicycle exe陀W!:in patien旬w!thchr・nictoe.rt 
" 慣を andin r・ormal創剛健1I.J 04...白11
Cmd嗣 1990: Ui : 80-85 

J)山崎直仁.玉芥樽，宙開会央...か dVO，It1
W恨の変化からみた還鋤銀後記よる湿動樹容'"

"・の盆.....左衛粛 1995: J2 ・ω-'83
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高齢者心筋梗塞串者の

回復期運動療法による運動耐容能改善経過について

鈴木規之・ 悶辺彦・ 村緋泰三・ 横山旗康・ 実関殉彦・ 武者春樹・

村山正博・ 山崎絡司・・ 胤湾保・・・ 山岡純金・・ 伊東穆側・・・

心筋便.に対する回復釧遭酌到信雄松より高いQOL

.得るたのκa..な位..占める 省崎"， NallCY 1;001 
の線告では回復刻同組...訟による選動剛容能の隆術的

変化は.'1・a吐隼省の‘合，翠，.耐容艇の噌加は3
抱月..での聞に鹿められるとしている.しかし高齢

者におけるその催時的変化についての絹告U少佐い

そこで$僻究では商・心筋梗."者の選動・2去による

運動耐容院の経時的変化を壮年春ヒ比厳検射し，高.. 

宥運動.法の柿慣について明らかにすることを目的と

した

' "・と方議
対*..平成.. 手7月以俸に急性心筋梗.で坐院に

入践し.6"月間適動.援を施行した.".以上.ょ

ぴ".宋慣の各々遠鏡21名(".来前男憧"名.

女憧 2名平均年前57.2..“.以上製笹山名.

女性6名，平勾年齢 71.1厳}で"る 商砕のa患者".

..提lに示す.岡野の心筋使鑑節位の貧任"... 眠，窟

動脈網使館8:. 1:IJ月自にJJltd在室進膨所見上の左

2・M幽分組(EF).左童鉱袈末期容量{回VI.内服薫

巴有志盤は118~ 1，旨かった 選...訟は，急性心筋梗省

'軽症後調4週目より AT附心鎗伎で 18初分，過3

白実施し，1.3.6カ月目にトレッドミル心防湿動負荷

猷M(ramp法}老舗行し allaerohば山崎め。 d(AT)，

peak Vo..・衡がスヨ，.. 比(院akRE却を測定した

また AT田院内 vo，に関しては1から 3定見目と. 3 

から 6抱月日記."る変化.1..11-3:3倉月値ー"・

R舗，"'3-6: 6抱月値，.月値}を算的し，同Z撃を比

-製マヲアy 刑問調"晴

陶 リハピリテーシ，〆.

('P 215 III.i'II"l!r嗣凶C.!l!2-16-1) 
ゐa・.，官僚兜河野

，. ，怖 司..・纏区六刻院本 1-3-10)

"検討した

1 ... 
l. ATおよびATの変化盆

儲 lにATとATの変化.を示す 65.来測の AT

の経略的権種多，>!カ月目 15.0土2.1，3抱月目 16.6:r
2.4， 6;IJ月間 17.2:Jヒ2.8ml/min/kgで. ，.月自は

1含月唇に比し有意らこ高舗であり.6:IJH目隠 3カ月

固と..を留めなかったー方."歳以ょの ATの....

的権移1;1:. I;IJ 1J闘 13.8企2.8，3ヵ月目 U.7:1:2.5九

6カ舟呂 15.7士3.0mllmin!同で. 6カ月目は，.3 

".自に比し有志に高値で"り.1， 3 ::b fl~の聞には

有..釜.'"のセかコた.ATの変化a・..商"と b

後 t “・以よ.，ぴ"島家腐の凪届，..

伍齢揖 |叫以上 |

責任竃勘甑

左前下行政 ，，. 9名 N.S 
左罰腿筏 3 i N.S 
右冠動凪 8 11 N.S 

嗣置喧敵

l複 15'島 17翁 N.S 

"貧 5 3 N.S 
s筏 1 N.S 

""迎修
EF(%1 昌L<土11.6 51.9:t8.6 N.s 
EDV(ml) 161.2士530 141. 7:t:“. ， N.s 

....荷
Ca 111抗聾 '"色 ，，~ N.S 
副.事 17 2噂 N.S 
β週酎車 6 a N.S 
ACE阻曹聾 。 3 N.s 
相j軍軍 2 1 NS 
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来週.
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田健
以上
岡".・2泊。

.1Peak VO~ 

，-，与e
田康
ヨ長調

'宇33e 
白剤民
以土
叩 咽

図， p飽民守0，の推移および"..ψ0，011:化.

dATfl-3)， 4AT(3-6)に有，.，.は箆めなかった

Z. Pe・k守0.1凶よぴpeakVo.の変化.

園2にpeakVO.と興組kVO，の変化震を示す"

..朱測の脚温kVO，lt I "11周回 23.1会3.2. 3 fJ月目

26.0企4.0. 6歳月目 26.1土5.0mllmin/切であっ

た“*以上の院肱 VO，は 1カ月周 19.5土・.，カ

月目"..念3.5， 6"11周回 22.1土・3ml/mln/kgであ

うた 両院の比織では"*朱繍館以上の携に比し1

3. .カ月固とも有倉に高値であった "**測の

peak Vo"の量附的鎗移は， ，.月目1;1:}j}月毘に比し

有..に商個であったが. ，カ月白"カ月目では差.

"め舎かヮた 方， 65・R以上で1"カ月闘は1.1カ

月日記比し有..高値を示したが.1.3;1)月目の問に

は有.，患を""なかった Peak Vo，の変化盆は"・

衆測でdpeakVO，O-3)帆 .:IpeakvO.(3-61に比し

有窓に高値であったが:， 65.以上で怯有"tll~ず
1-3h月と3-6.:b1'!で同極度の噌加を示した。

3. Peak RERの彼移

悶3に脚湯kRERの彼移.示す"歳来衡の関.k

RER 111カ阿困』初土0.08.3カ月日1.18企0.07，6

カ月目1.l6:tO.07であった ".以上の院akREfl 
は1<月目1.11主 0.10，3カ月目l.l2:tOω，.カR



u‘ <，贋 VoI.2B SUPPL.5 (1996) 

Peak RER 
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1.1 

1 
ー伽 • 
oi" 1 3 

園 3PMk RERの他移

叫
輔

輔
副，

. ， P.o.0d5 

‘・ P<O.OI

6'-曲}

自1.16:%0ωであった ".朱樹"以ょの震に比し

1.3t1月自で有志に高値であて3たが 6ヵ月闘は..を

認め伝かヮた扇"の peakRERの鐘祷闘機移で"，

".末測で1:1.3. 6-JJ月に有...を包めなかったが

".以上の勝'"カ月目は 1.月閏に比し有調憶に高

舗であヮた

S 容量健
志研究より，"・R以ょの鮮における回復期遭動a訟

による遭働耐響機の増加fJ.3カ月以降 も筆〈留めら

れるととが事例した 65Jl);J.上の事揮で3ヵ月固から 6

""闘に運動耐容艇が増加した妻図と して1;1:， peak 

RERが増加していることより，.月自にIj1. 3カ月

自に比しより高いνペル.で湿勘負荷が錨行で.，こ

のため peakVO，も綱加したと権喫された。 Sた高い

νペルまで施行できた要因として".本研究で結明ら

かにできないが1 山崎ら・1の心筋梗.息者の下肢筋力

とpeakRERに良好な正絹闘が".られる 左の..，ー

から，本研究でも下肢筋力のii1普などが彰'したもの

と考えられた

以よより回復刻開運動療法による還勘耐容儀の増加

は， 65.以上で'"抱月目以侮も強〈飽ぬられ高働

む悠湖周‘例には少"'と も6カ月以上の比・史的長期の

運動機法の通園与があると考えられた

s文献

11岩崎違弥慢性期，.筋.. ・患者にお"る Anaer

。bic11四位昔。ωの緩略的変化と規定因子につい

て 日本趨康生理学会tt1991: 21 : 111-13J 

2) Nancy H， MiI1er RN， Ha時 e1lPO， et aJ; Horr槍

W 即時 group，"xe児島etralfllr噂 forinc陀抽噌

"岡山l叩 cityafter町田rdial出 rction.

U明白畑 1錨4:70“5-649

3)山健裕司。山悶純生...沼敏しほかむ倒梗事

患者の下康晴カ下段筋力と歩行...動耐容舵の

関運総合リハ 1994:22:Hー“



第 40固 循環器負荷研究会

.I.a血

!l冠勘娠後l!>.l!>.者の遭働時 0，，，，，，鎚推移

.図傑僧働生文学

2)運動負荷院政によるも布故発生の予測

ST低下と釧T!-ECTの欠損kの対比ー

民"医駒大学

3) ドプタミン負荷心エコ 図法による便"'''残存む筋の

hibemationからの伺償予測

日本医綱大学

4) ATP食荷の.. 断能

T1心筋SPECTと断層心エコ 法の比岐

中野 情，ほか 71 

正園 到院， ほか 73 

本間 得.ほか 75 

東邦大学 大蔵勝弥、ほか 77 

.0運動と自.神@

5)運動時の験'"鰐取."よぴむ微微の温度応答に及ぼす自徳神経畿自患の彫.

国立・・・・a阿センタ研究所高木 樽w ほか 79 

，)運動的心臓'"峰神館活性化の動患と瑚I-MIsG安静時画像心縦隅比の，..

“県立，.属大学佐篇覇."'.ほか .1 

7)肥大型心筋震にお6する運動時血厳ノルエピネフリン反応t心鈎血E反応奥判官

鳥取大学面谷鱒貨Lほか 83 

.皿ストレスと白梅縛. 

. )急性アルコ ル経口優取の心腕伸展受容体畿能および窓口Z耐容能への膨.

"且大学清水完悦.ほか 86 

.1V連動負荷鼠峨

，)恐傷性魁者の運動負荷以厳

.帰属繍立・・・・絹センター

10)立位自転車エルゴメータ負荷におりる呼吸循環応答の倹附

~.大多

.v心不金の縄.

IIJ畑昌明，

坂本和彦.

1】}心不全息者に""る下腿己三".自の安鯵仰 PCdβーATP比の..

ほか " 

ほか 93 

北a・遁大学神爾"-.11か " 

12)心割拠能障嘗思者にS白砂る遣動耐容能と安働時膏血流分布の梼係

目制T1シンチグラアィによる検肘一

富山a興援斜大学 和図

13)肥大心にお付るむ筋弛a特性の運動応答

吹，ほか " 

名古屋大学 非現.英夫ほか 102 

.V1. tU守司量と量動

1・)優性心不全息者における勿作時呼俵図・"安静時計等級.能および

心街沼周防負荷様"の繍鋼僚との関係

岩手綱医駒7<字 小緋 界.ほか 10‘ 
15)慢性心不全息者にお妙る歩行温度と酸素循援の関係

久留米犬繁医..ンター 西山目安倍，ぽ念、 107 

16)心療魁患者に省いて 4VO，/dWRが変日ヒする畿序に関する倹肘

圃2・・・a町センター 山・・'"ι ほか 1ω 

17)有働者心S郵便.患者の幽復期選動a法による運動耐容能改普紐過について

.マリアンナ医制大学鈴木線之.ほか 112 
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冠動脈疾患患者の運動時 O2pulse推移

中野博・轟 僻・ 安保務宏・ 山口球続・ 上幽真ー・

永井伸校・ 伊 藤 勝 弥 ・ 近 絵 均 ・ 菱 悶 仁・ 援対E佳彦・

5 目的

国自薦脈(O，P)は分時隊司賢智略取.(¥10，)t-心鈎..で除

した...すなわち 1心拍あたりの酸無録取量であり.

Fickの式からは 1困倒出盆と動混合併脈血酸繁含"

舷援(a-vO，O)の積で表現される。

本研究で陪.retros~ョctive な""点から怒働線電英忠患
者の運動防のo，pおよびその関連指縛の経時的纏移

を2・"し，これらが運動防のむ筋虚血の幽...あるい

はそれに伴うむポンプ樋能変化を反映し得るか吾かを

倹'守した

s 方法

対象は明らかな飾袋患がZ討し骨 ー筋抑経系に異

常.留めない冠動脈疾患患者にAO'浮:)2-4例{男性初
飢女性‘例).平均年..舗 3院であり，隙旧陸V心筋

便事鑑〈聞騨lI.悦労作a恥症【AP冊>0例である.

平均年前総...の健常成人男性 21例を正篇対繍傍

(N静}としたさらに CAO野中，ト νッドミル心櫛週

動猷昼食(TMXT)にお"る虚血反応陽性の陳個性心筋..・4例..'ぴ労作狭心症"倒の針M例を IR(+)
肱盛血反応段位淘随日陸沿筋梗場綻"例を IR(-)

"とした

iIIl! 1.0m肉。傾斜>0%を第 E綾/otし，各段婚を

2分間とした小刻み剤師増プロトヨール."いて。術錫

安定飢に往"制約 TMXTを行い，その循環検気応答

を脚偏した TMXTUフタダ電子製 MAT-21∞およ

び ML-問。。を糊いて行った .."応容は?インハ

ト社製呼気ガス分割時終日置オキシコ〆乏を周も'.bre3lh 

bybreath訟により言。"すCO.1:i:.どを求め， O，P. V 
slope諸による無酸素佳作業関値(AT)を倹幽した

検討には1 選働ゅの O.pの民時的権移と。その関連

.園保銅剣金大，医俳.内斜

(.・70.11.明術省鍋町四海少量.-)同

柄欄として.'"扱IkO，P j沼 よぴ AT検出野~での O.p

(O，PAT)を用いたさらに.AT検出時かり運動伊7縛

阜で吻 O.pの調同組事を%JO，P" 同僚に運動終了3

分前から終7時までのo，pの綱畑恵を%.10，P伺"
3と裂して則いた lR(+)併においては。有窓 ST下

降前後の%40，Pt-比叡した

， ..，. 
TMXTにおげる O.pの能情的推移を悶 1に示す

CADD. N If.の向"とも.運動捌鎗初期には O.pは急

還に泊加したが，その後ほ鰻徐に断湖した 還.，...

から後協にか砂て1;:1;O，Pの定常化や， 却で怯むしろ

減少する例もみられたが，開群に怜徴的な差異陪認め

られ普かった運動中の平均O，PIJ:いずれの時間待も

N"に比ぺCAD"で低価であった

Pcak O，P oよぴ O，p..陪 N"に比べ CAD!容で宿

意に4底値でめった%.::10，1'.，“ CAD醇で有鳶に大で

あったが.%.:1o.PJast 3はN'容とほぼ同傍であり

低鱒であった

MUH: APt撃を比似する L 運動初朗以降.平均

o.p U MI幹で AP砕を上回ったが，・"脅する銀時的

パターンはほぼ問機であった V白 k o.PSよぴO.

P"はいずれも AP"，より Ml併で儀かに大であづた

が.侮"穫はなかった.APnl;l.M1Dに比ぺ ATが早

期に検幽され%.10，仏，11岡癖で有意に大であった

iR(+)勝と IR(-)酵の比綬で1::.ll例敏が種援した

"鋤後半を験刷Z術a患の選勤時 O，Pはほぼ同僚の経

時命令バターy を来した 岡群の聞にt.pe~k O，Pおよ

びO，PATには差がなかったが.%.::IO，P..IまIR(+)君撃
で大であった。 IR(+)勝において 有窓a血性ST下

降前後のO，Pの滑加率を比敏すると，前値が平均

20.7%であったのに対し，後備1;:1;9，9%と低価を示し

た(図 2).
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CADCf.程賞自民..臨者"風 N僻正."鮒"例

関 ，

I! 

.-jJ底渦佐(lR(+J)"にお"る有.ST下陽
前後の X.dO，p叫"の比鮫

園 2

還動時の O，P!It働lま心因子に加え.来術因子と して

a号0，0変化の関与を受hれその伺互関連として表現

される運動に伴う O，Pの経時的権移から心ポンプ橡

能変化を錐定することが可能か替かの判定には.運動

"の心エコ ，連銀波ドプラー.修医学的手訟などで

得られた路血行動館街暢との鮮凋な比般傍舗が必更で

あろう

8文献

1)高図.，盤白山岨 割tt，'J>.f宇克也ほか冠動脈筏

aの心・廃絶野価にお"る運動岬。''"網開国際の

1<貌組血的血行動懲との対比白内会舘 '98げ
76 : 59剛'"

21山辺絡。 4斗博覧也旗持英樹，刷、労作倹後

心必の濁動負荷時 cardio!'<銘 pirat釘"四抑制岐に

附する研究 臼胸を集会勉 1983: 21 : 631鴎8

8考'

Fickの"湿から.0，'が1圃勉白星により級定され

る侮舗であること松明砲であり.運動中の心畿日騒をあ

る組度U反映し得る猶慣であるととも.すでに緒*に

より報告されている 商関ら川三冠働峨疾患息者を対

象とした検討で自伝車エルゴメ m タ運動時のO，P夜

化(%.do.P)が剛血的方農で得た l悶鈎幽.の変化と

よ〈相側ずる窃，.を示した

今閣の検討において。関akO.P. o.p倫，.'fltじめ&

する..動中のa略的0，1'値Uいずれ色 N"に比ぺ

C処".でよワ低値でるヲた。両欝の~，・3監の膨.は沓
定で舎4まいが，平均年"の近い対a院での山辺らの検

討却でも阿保の威厳であった 運動開 a-~ 0.0 1:，健

常者に比べ倹<.位息宥ではむしろ大との報告があり，

CADUでのO.P/1t値..同鮮の運動防 1副鎗幽.が

低値であることを反映した所見主考えられる

%.::Io.pなる鎗11111.運動のある I時点会場と し

て，その腕後に O.PMがいかに梱加あるいは減少した

かを君"す循観でめる.IR(+)務はB砂る有奪回匝血性

ST下降前後の%.dO.P 11 . 前値に比べ後健がより~

し心筋a血の幽穫に伴う心ポンプ俊儀典官官. ，悶伯

尚量の低下.示唆している可能性がある.ーヲ号.ATの

倹出時点を境としてそれ以降の%il'o.P'f比・隠した

僚に11，N T.，I; IJ CAO綜閥解より APIf.lR{ー}

醇より lR(+)邸でより大であヲたが，これはいずれむ

後者の方が早...ニ ATが検出され.その後の週凶締寺閣

が長かったことが主買園 t.~bれる. ATが心因子の

みに総定さねるものでないこ kからも， %.dO，P.，を

4・維の際価に附いるこ tは適切で伝い
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運動負荷試験による心事故発生の予測

ST低下と"噌トECTの欠損との対比

E図栄・ 倉回千弘・ 若林 111'大野惜三・ 山崎界・・

温動負荷タリウム心筋シy チU非鰻血的に鱈固めB眠術
2置を倹酬し得る有力会手段である。 l併7年.Poh醐

ら"によりタリワムの袴分布が心協の viabiliCyを反映

すると領告されて以来附年以上の..nを鰻て， ，匹近

ではこの結集から彼倹者の予後を維定しようという鼠

みもなされている欧米では F"，組汽 Stein岡市"

Cannan"らが相次いで報告している しかし本搾では

多微例に必砂る負荷心筋シンチの長期予後調査1;1:.t..l 

り見られない

そこで今箇続々，，，.動負荷鉱般におWる負荷時 ST
低下とタリウム心筋シンチょに幽現した欠.. 像の予後

へのm与を比駿繍射した

I ，時.
S詰院にて t舗S年'"から "93年12月までに"動負

荷タリウム酬抑制<=阿国 t明暗司凶y(OCT)

を緒行」安静時に心‘闘で'"慣のみられなかった

応8例である予後を追勝できたの"印3例{追跡$

92%1であった(袈 1A)， 

S フヲ日逮
運動負荷"坐位白紙耳障エルゴメーターによる症候限

界位多段階遍防負荷院験を行い，うち 58例蛤ジピリダ

<-ル負荷を併用した，5T低下ο以下51は遭酌負荷

で1点より切m砂後方紅て 0.1mV以上の水平型車

たは下線鍵低下を有意とした.タリウム ECTの欠損

(以下闘は負荷直後像に".る視覚的に判定された欠

欄匙定・した

検査施行後に発生した心晴敏4長野潤し心司匹故郷生8

4~ Kaplan-Mcie官法'"いて算出した 心司解放は突"

・拠健医網実U3内調
続修医斜女学

，.‘31-31 ・.. 自衛半開町持制}

売を合。心鱒晶急性心筋関...不安定検心色心不

全，血行拘建衡と定a廃した 複数の Evenli'持つ症例

"初闘のE阿川をカウントの対.とした.

金例を5T低下がな<ECT欠鍋bない"<5-0-)，
5T低下はみられたがECT欠鋼同信い解(5+0-)，

5T低下はないがF.CT欠舗はみられた鮮{S-D+l，
5T低下も ECT欠鍋もあった酔($+0+)の4群に分

妙心事散発生惑を比厳した。

i M.果
心司際徴。警生率は 5-D一君事で.も低<， S+D一群。

5-0+鮮と発生率が増加し.5+0+瞬で..も衡かっ

た K"泊an-Meier訟を飼いて解出した各鮮の府四t
，~担問、 e では. S+D-Tと5-0+"との聞を除い

て4堅幹聞で有窓E警が，，~らねた

次に負荷額織の結果が"行荷建前同適応の判断に彫

.を与えた可能性があるため。 Faganらに従いZ倹査

後2念丹以内に行われた血行再建をむ穆敏から除外し

た鳩合の心事故発生率を比較した(1tt Bl， S+D-J1i 

と $-0+併の心司匹敵発生a績がほぼ問調障と~り。また

0+5+群にお砂る心.飲売さ主事 e38.9%から幻 9

%と低下した Eventfr伺 curveで陪 5-0 鮮と 5+
Dー鮮の閣の有富樫は消失した(園 11

寝 IA 車者宵畳 (n'"603) 

検査聞の牢働{劇 日土"

性別(男，1<， 373/230 
迫陣期間，m ~土"
全死亡(例} " 心血克【費需売を含む} " 骨の他の死亡 2< 
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"・

マー 一 - flit!"
" 

. ，<自民 ・.p<O.Ot 

目 ， ， "・.，，)
悶 . ..月以内の血行再細企測を撒いた・nntfru (11"''' 

事 's骨瞬間の心事量比鳳

5-0- 5+0-
(n"371l1 (1'=7副

年嗣(雌} ~土 " 白土Il 臼士日 ~士Il

心事故(倒』

" 
7 9 " 備) (4.9%) \~ . 3%) III邑%1(27.9%) 

u偶死 7 3 2 t 

心筋便. 3 2 2 
平菅直接心催 。 2 

4戸不全 s 。 o 】

PTCA 3 s 4 
CA開3 。 ? 

横董富島2方自以内のl血行再睡倒.障〈

S考"
今悶稜々の検討で1;1;， ~査後，.月以内に行われた

血行樗鍵を心事故から除外した喝合 5+D-1手と s-

D+鮮の心事敏発生率がほぼ向車kなった これは

5-0+1撃で怯血行事与燈が"例から 5例と著し〈減少

したのに対し.5+D-.躍で'"例bら2例とほとんど

変化はなかったためである，これらの併で怯血行再建

術により心・故発生が予防された可能也も考えられ

る図 lでS-D 静に比し 5-0+"の予後が有l!

に惑かったことは Fagan らの報告"とは拠伝 て， t~ tlf. 

ζれは Faganらが+分な負怖をかける ζとがで盆た

例のみ対..と しているのに討し，我々は倹肘例散も多

(， .遣い負荷でも燭性とな。た重症例.含んでいるこ

とが修'している可能性がある.

S結語

1) O+s+鮮において心'故発生が.も荷車であう

た 2) 5-騨の'"では D に比べD+で.家た s+II

の中でむ D に比ぺ D+で心事故発生が高撃であっ

た 3)運動負荷タリウゐ心筋シン，において.ST低

下よりタリウム欠観の方がu・敏宛生の予測に有用で

ある k唱えられる 心タ リヴム欠鋼陽性例の中では

ST低下の存在11.ST低下が存在しない鮮に比しよ

り不良な予後を示唆すると考えられる

s 文猷

1l Pohωt GM， et al: Differentiation 01 tnmsienlly 

ischemic from infarctt.'d my町 d酬 by5Crial 

imaging after a single dore of thallium-201 

C悶u/ah'rm1977 防 294-302

2) Fagan W. et 31: Progro。崎氏icvaluc of exerdse 

出allil叫 scmt唱団phyin帥 tien包 withgood 

exerci舘 toleran回 anda normal or abm，rmal 
肌 erciseelectrocardiogram and樹旬開C怪d町

confirmed coconary artery disea挺 .Amj Qr 

diol 1992: 6s ω1-61 ] 

3) Sleinberg EH， et al 針。惚叫悶割gnifkance

針。m10-ye町 follow-upof a qual時ati¥"ely悶

m叫が8n8Texerci!IC th掴11附"，四tin suspected 

coro悶 '"相円ydi総 a民 AmJC辺Idiol1993 

71 : 1270-12ロ3
"c田1¥811CR. ct al: Pr<句伊岨swith 3mω~， ' 

thallium images in tla abserw:e 01創ignific湯川

coronary artery dise舗 挺 A悦 JCaldio/ 1992 
加 12花 12紛
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ドプタミン負荷心エコー図法による

梗塞部残存心筋の hibernationからの回復予測

本間 樽・ 2夜間芳樹・商慣直人・ 馬娩倹・酒井俊太・

高山守正・ 宗像ー雄 雄図橋・早川弘一・

心筋使容梶援の残存!'iJ筋..'"ロより盛運動異常をS

たしている・合，その郁位の血行再纏術を行ヲた領L
"通動異常hるいは左宣横艇が改脅するかどうか菌防も

勺て評価するこ kは軍要である 梗塞領域の心筋に

hibema!ing myocardiumが移在するかどうかを野価

する乎段と して TI，MIBI. BMIPP SPECT あるいは

PETがあるが簡便で安価な手段ではない 今閉漫々

は，ドプタミ y 負荷bエコ 図接ωSIO:)により心筋贋

.. 領域の hihernatingmyocardiumを倹出し，その改

.を予測しうるかどうか検討した

. ~"よぴ方法
対象は急性心筋梗..発症後， - ，週の回復餅にある

11例ヒ隙旧性心筋便事7例のrt18例(捌 15例女3

例 55企10.) 全例1筏綱渡で左前下行岐 13m.左

凶..，支2例，右冠動脈 3例。 金例血性期に経度的冠動

脈血後続情論前法が施行きれ，かつ回復期に経皮附冠動

線形成術(J>TCA)が纏行された 湾後帰を1きたした旋

例， βープロッヵ "Is例は金で除外した DSE 1;1: 

PTCA範行 1遅目間前に行P.12主s抱月後に安降時の

断層心エコー闘法で箆遭働問改・度を僻価した 田 E

はnitroglyccrin0.1-仏 2μg/kg/minで開始し血庄

が安定したところでドプタミン(OOB)~ 4μg/kgl 

minから開始し5分毎に4μeずつ噌盆..高2()pgl 

kg/minまで胸いた 左蜜を13分割して。盛運動異曾

を各分画信に観覚により 5段階でス コア化し h，関ト

kin伺泊=-1. nnnnokine!lis=O. mild hypoki院副ョ=

1.民 erehy凹 kinesis=2.akir噛 s=3，d)lskine由 =

4として野価した

DSEによる h恥行Uはlngm~民ardium の定績安

"時にスコア2以上の""動lU1を認める念丸 ooB
・四本陸縄*学館 l内符

t守 m nleJ電車区乎倣フ，1ト"

負荷によりスコア 1以上の思運動改替を示し悪化しな

い，あるいは 00'のa隆容.でスコア 1，上改移し高

等量でス 2 アE以上事，するものとした

. "，. 

対象 18例中..平価し得た分画'"畑あり，そのうち

む筋.... 領域に含.れるものは"分画11暗 7%1で量

逮酌嶋備のスコア2以上を示すものは“分画(74%) 

であった PTCA施行附と縄行".伎での壁運動スコ

アを比依する左相官事領婦の随分置では 2.0土0.8¥'$. 

u企1.1(p<O.0l)，スコア2.3または 4の "分爾で

は2.3企0.5¥'$. 1.7企0.9句<O.OIlと有意&改善を留

めた

DSE I~ よ り hibemating myo曲 rdium1:.判定した

分画面"表 3の知しスコア 2以ょの"分偏中32分闘

であり その中 1年後に働省が改ーしたものはn分

画で，改轡がみられなかったものは9分衝であ勺た

逆に DSEでhibernati岨 myocardiumではないと判

定した 32分宿中 10分濁に 1年後の露濯勘敬警が留

められた DSEによる植貌傭織 のhibernating

m，。剖rdium改普予測の抑咽i!ivity，s伊 αficityはそ

れぞれ初%.11 %であったまた，スコア2の分置の

みを封象とするとそれぞれ72%，63%.ス:]731:.4

の分画では 62%.83%であった

s 勾費標
本研究院，心筋梗纏例を対11として。，."，隆の横死

以外の個師位でhibemati聞を昼している心筋が存在す

るととを前提と したまた，hibemationの色とも との

定畿から ooB負荷により一時的にしろ'陸軍動がスコ

ア1以上"普ずる領域を hibemlllingmy侃 anliumと

した 現周点においてそのgoldstandanlは脊喰しを

いので今回陪便宜上 I年後の安静時1I通勤改普を
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表 1 OSEに...彊修僅辺関銃.・予湖の陵岨 li，';11
6 

鎗 閣“vIty 凋%
勾別判'::Ity: 71% 

コントロール崎のスョγ2の分副

、、 B符後 l 改 . 

雌
「
事

gotd standardとした 心筋a血の程度が."に伝る

は従って.008に対する度比、"低<"り hibernゅting

my()(;8rdiumの検出事も低下すると考えられた

;トトi
s・・

()5E I1J11i1ilt療法の適応を決定する上で.臨床上有

周信手段であり.虚血区陥った心筋の... 動改・を予

剖しうる

s 文献

il Kloncr RA. Pn:lenk K， Rahimtoola SH， et 81 

M， 田 吋iststu酬明咽 hibernalI側悶h.

m針Y喝&叫 d・m同caJ iml>lic・tions.111 'Heart 

disease. J rd 00.11-ed Braunward低 WBSaun 
d.隠 Philadel凶ia.1鈎臥 241-256

21 Smart SC， Sawada S. Ryan T. et al: Low-dt山 槍

dobutami蹴 echocardiographyd回目也即時開

ibte d拘funclionaIll'r thromboly町 therapyof 

山町田由JInfart!;肌向山間3

88: 405-415 

3) Cigarroa CG. d除町1ippiCR， Brick加 rME同 .1

Oobutam限 're碕，，"'"訂dωgraphy泌entifi四

hibe四回山崎lmyocardium and predi<:ts r.校側'"
of left四 tricular functJon after附加..，
reva削lIrLUti帆 C叫酬閉3: 88 柵 -

". 

川
一
凶
一

7
脳lSiti叫 y:72% 
so<<itidtyω% 

コントロール時のスコア，，，‘の分・

0$' 

1+1 

1-1 

縮刷tiviLy: 62 % 
E陣取陶錨%

法 8
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ATP負荷の診断能

TI心筋 sprerと蹄層心ヱコー放の比厳

大続勝弥. ，買悶昌彦・ 李智雄・ 杉山祐公・ 鈴木英司陣・

平井寛則・ 長谷弘配・ 矢吹社・ 山口 徹・

ATP(アデノシン三リン酸)負荷による TI心筋

SPECTおよび断層心エコー法の虚血(冠... ".変〉の

惨'"曜を解価比綾した野価M症例毎および冠動脈支

配領繊毎に行ヮた.た SP政二T，..:，.エコ 阿者を併用

するこ左によって何らかの有則性が得られるかEつい

ても験射した

s 方混在

対象虚血性u終息およびその疑いで窓働決進修を

施行したJ5例{男 23侠L女"例，“主11・0，1伎病

変 10例. ，枝 11例， ，畿 10例， 0畿4例限目性心

筋曜ヨーは 18例J.AHAの侠噌庫分衝に従い，慌覚的に

15%以上の狭窄を有J!とした

線変方t1i:ATPO.Umg，地lmint-s分間点滴惨

注倹与前，役与中広断層心エコーを連続的に飽餓

4分でタリウム lllMBqを鯵也 SPECTはconven

tionalに初，"，後期像.婦像

野価方法 1鑑例あたりI..AD.LCX， RCAの".

援に分"て解偏 SPECTはF存分布の..ゆられる領域

を虚血陽性とした 心エコーはATP俊与前と鐙与ゆ

を比厳し，，.運動拠相官が釈し〈出現するか，増愚する

もの，またこれに飯当しなくてもATP投与中に他の

鎖援が h，拠出げ蹴阻になるにもかかわらず留運動が

変化せず，役与中に他領域との11運動の差が明らかと

なった領揮を虚血崎位とした SPECTの後期像で欠

鋼を示す領蟻は標値から惨外した

s鎗.. 

. "，俸の婿度{帯窓狭'のある引例)は SPECTは

."仏心エコーは“%でめった(p<O白} また 1枝

痢夜間例ではそれぞれ初%，ω%(N5J.多枝病変

'..柑附鼠胡胸咽.，内側

{守岡山目…日'<1

"例で1"町%，67%1~(ø < O.05)であった

図 1に有'"提唱のある 52領域および袋窄のない"

償却院についての傾域匂の感度と特異度を示すe

5PECTの感制度79%に均し，.，エコ は50%であっ

た 症例-，観緩衝彦共に感度はsrocrの方が良好で

あった 特異度怯むエコ司の方が良好であった.

図2に有志"窄のある 52領援について狭噌度別の

感度を示す 99%以上の銀事の完全または賓完全開審

の領崎院は.SPECTの感度は 1∞%で，心エコーも 79

%と沈般的良好だが鈎%来測の狭寝の領舗は心エヨ

で怯非常に低依であった

また健息伎別の感1IItSPE(ニTはI..AD81 %. LCX 
69 %. RCA n %. .uエコ 隠それぞれ..%目56%， 

伺%で， LADで登を膨めた(p<O.OSJ.

悶3に有意侠増額滋について SPリECTと心£ヨ の

W舗の一致，不ー致を示す 5PECT で ，，1挺問~gative

の 11傾織の内，むエコーでtrueoo地 tiveの慣泊院が4

鏑犠.ヲた との4領織は金例多伎傾"を'.LCX. RCA 

2領駿ずつで，LCJ(、RCA共に有.. 挟曹を偲める復例

であった.

g考'
ATPと問機記忽鉱自民作用を有するアデノシン負荷

による TI心筋SPECTでは その感度は遺動負荷に

匹徹しているが"".縛告の多〈は症例毎の醇睡であ

り.成績は病変のひろがりや強度により興信ると考え

られる。このため今回陪領峨毎の静価も行った その

成繍陪過去の報告よりやや低値であったが汽完全ま

たは董'健全閉塞のような高度狭窄病変の感度は 1∞%

であヲた

ーーフーアヂノシyを剥いてuエコーで症例"の虚血の

評価をした報告もみられる削.そ句態度U桜告によヲ

‘10--85 % t犬舎〈隻があるが SPEC1.より低いもの
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戸.... 

!O， ・'"・の思aと特異度

が多<.今闘も向"であヲた

口 町
園初出

したが。て多〈の鳩合 ATP負衡による虚血(冠動

脈術変〕の検I:tlI;I;SP⑥CTのみで~十分と考えられる

しかしー郎防多線網変例で心エコーでのみa血....析

し得た領域があり，このような例で各a可変に付する

1J¥U，"噌伺t附仰適応.考.する・合.心五ヨーの併mが

有用であると宅えられ企 ただしこのごと怯今闘の倹

闘では LCX.RCA筒方に鏑賓含有しそれぞれの観属医

での虚血の有無...射する場舎に観ら仇た

.た高目IU~..'UItの倹治には。心エコー も比較t棋倒

鎖性があると考えら仇ずと

s鎗箇

ATP負荷T'心筋SP猷了r11!il例旬..綱相..共にe
.."おおむn良好であったー芳心エコ時1111:1111
SPECTに比し劣るが，高度線穆鎖峨について".比後

約奥野でl"た 皐た多岐例変例では心エコーでのみ

a血を惨断し得た鰍械があり.川町Yentlo聞の適応.

考aすると。前方撲の併111"有mであると替えられた

8文猷

1) Gupla NC. E&cerbrooks DJ. Hille開凶nDE，etal

白 m岡山町山開"障制lium

""劉""，が副00~卵胞制 ωmput凶，~。

graphy(SPECTI叫幽rdialperf，凶 ionim叩"'.
J Am Col/ C匂rdWl1992 : 19: 248-257 

21 Nguyen T， Heo J. 0函Iby0， et al: Sing!e凶。""

e町岨。nωmputcdtomO!l'raphy叫 h向 lIium-

201 during aden岨 剛ト induc(割d<:oro咽 ryh~附

四

図， .奥，宜2同抑・III慢".，

吋

w 剛

司 23 I 4 

2 18 I 1 

戸且"

ζコ，町V

圏同抽

…一…… …・醐

図， .. 政~とむ2区コーの野.の-i肱 帯』滋

(有・..輔圃》

mia: Conclalion withω，側aryartcri叩 aphy

山"鍵伽Jliwnill1.aJting and Iwo… 
民~ocar，“暗raphy. J Am白11白rd;fJf1990 

16: 1315-1甥3

3) Takeishi y， Abe S，αliba J， et al: or冨andi!レ

t防，;均b.川t“'ω。nof lhalli剛um-201du加、"'訓r刊巾1附..加刷"陥a卸v朗創崎

.d傑慢刷向"醐a白舵e川inf山。佃回 C。

11... Ht伺'Url/ 1994 : 12'1 : 1胞2銘68砂，斗'21‘
心ZoghbiWA， O!eirif J. Kleim田 N5.et 81 

DiaiflOsis 01 ischemlc heart d噂 .aw・>h

"..，醐~曲四Z首相伊向 } Am Cofl白 F

dWl L991 : 18: 1211-1219 
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運動時の酸素摂取量および心拍数の過渡応答に

及ぽす自律神経機能の彫響

高木将・ 杉 町 . .. 刷 11賢二・

遭動負荷による，.血腎系楓健の野鏑注としては。従

来の・大負荷訟が一般的であヲたが，近全容，-ti!:t貧

衡に対して VO.(綱貴*祭取量}がrのような過観を径

て定衝に過するか.即ら遇政応答を得価する;町議の有

期性念明らかとなってきた・'.O!..:t '6，システ，.同定甥

・を用いて.VO，の過11応答を積極的に解併する R，"
d，m運動食得を行い.む不全患者では。..，.な還..に

対してもその過榎応答が健常4聞と大"関依ることを

鰻ーした温川

選動皐期の VO，応答に陪迅趨&対応が可純考古自得

得経調聞が.，警な犠鴎..果たしていると轡えらねる

しかし，この関係を渇夜応答に注巴し鉾綱紀棚守した

・"'"少ない.心不全g者で...自鰍樽経.，慣が存在

することが多〈の嘱告から知られていることから...

，信者でも夜寝学的な畠0・待鐘遮断を行えば， VO.の過

渡応答記何らかの変化が生じる可憐憶が考えられる

そこで.今.，.鍾曾宥で.薫理学的な自得裕層彊断

下に Rand剛負荷.施行して.VO.およびその'聞な

決定因子である心舗数CH即応答の適量買応容を野価

し 8律相・'... 民健がそれらに及tます彫響を般討した

5 対"と方滋

運動曹慣同ない若隼鍵晴男性 10例(26-33・.，を対

般に。非役灘下と護理学的自僚側陸選断下に後遺する

叩""'"選動険測を範行した 自律神S夏連衝は"'.あ

たり 0.2開問Eの'"制帽的刷，。ρ"噌の atropine、お

よび両方の鯵箆により行った.この4つの吠舗におい

て HRとVO，のそれぞれにつき. 120秒.でのs.，
R.啄"'胞を.. 幽し.比鮫した

R，吋m 運動負荷と角形析手順 ・姻"少の間阪で

遭動(坐位自伝車エルプメ タ 50ワット}か安鈴か

園:tl..... 略.シタ戸研実現時

C.弱る検閲市冒自台 5，1-1)

f， randomに20分間鈍行し この閃の呼吸悔の

VO， Oよぴー鏑毎の HRを記録後.off-lineで鯵併し

た運動.入力.VO，また I~ I:IRを幽カとして，入力

と幽'}J6)2つの時系列データに対し そ仇ぞれFFT

e行ったのち，各局麓敏でその比を計算して伝週将位

を求めた伝逮将位脅迫 FFTして，Impul腿応私そ

れを湾判明分しコ(Stcp応替を求めたまた.ヂ タの

vana!l(:eを小さ〈するたの.20分のヂ タをい〈っか

に分割して7>サンプル平幼を行い.2分までの Step

R舘 P伽院として第幽した

， ... 匹

座位安僻贈の HR(75企 ISbpm) 払，.，.，.~。叫に

より経度低下<6'全日b仰向l.atroolneによりよ昇

fl27 :t 13bpm)，聞神峰選瞬時に~. 97企"，阿ヨ区上

昇した

阻 1に各状態での聞の StcoRes抑噂を 10仰の

平均値として示した Propranolollf法後の..寄"

Cωntrolと隠とんどー致した これに対し.alropo僧

後の同区有"著明に低下し.30砂恵での早期にはUしろ

安静時より低下する現象がみられ，以後 120秒まで緩

徐復場加が持続した.円。pranololとatropmcで交

感，建走仰経4を岡岬遮断すると同区容は司賢明に低下した

が，約l分で""定常に遺した

同級区。翻zにVO，のSlepRcspo理を平均値で示

した.IIR応答と比べると.VO，応答は自鎗神経遭断

の修WI:tJJ、きかヲた"に.atrooine後巳拡 HR.lt.l事
は著明に低下したのに対し.VO.11ほとんど'"向tml

と 殺し遂走樽'....断による彰・を受"なかった

ー方."吻pranolol.lJl.強.たはpropranololとatro<酬.

の問時役与後のVO，応答に" 約 30砂以降の速い応

容にa陸自置の低下が包められた
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S 者擁および総領

健常者の逗周防に対する VO.および HRの過渡応答

に与える自修神経栂綻の修.を.理学的鱒後進断 と

... 泊。m 負荷脱届貧を併陶ずることにより際価した 50 

W 負荷に対する HRStep応答は， propranololによる

交感縛a遮断後もほとんど変化しなかったが，巡ヨE単

敏または巡定 実感闘争.‘退団阪では初期から響明な応

答低下がみられた このこと怯 程負荷での心鍋鶴俸

はほとんど迷走神経によ ってなされているという従来

の線告k一週ました叫 ζ のように経負荷記対する HR

応答のほとんどが途定樽‘還を介し宅己軍筋によりなきれ

ていると考えら乱たのに対して，¥10，応答院逃走神銀

遮断もほとんど変化しなかった 今回同対.は健積書

であるため。逃走縛a温断により心循'"".著し〈低

下させても 1悶鏑幽量増加や動....酸素殴"増大佐

どに寸サテな予備簡があるた~. それらの代償像伝によ

り，豆明!t(tVO，応答を鯵持することが可健であったも

のk考えら札る

S 締官

健常省では，溢"'.. 鍾遮断により遺跡叡閣の HR応

答"事明らこ低下したが，Vo.応答にはほとんど修脅し

仕かった

S文猷

l) Koile A. Yajima T， Adachi R et aJ; Evaluatio~ 

of ex釘"騨 "P・city~剛司isubmaximal e同~rCl !1e

at a c叩制 workrate皿，."叫w抽'"
diovascul釘 d鈍 ue.Cin:ulo.tωn 1995 ;・1: 1719 
~1124 

2)高木砕 を多町膨 砂IIIJfニ，陪か心得雌低

下側にお砂る運動防隊...聴取屋場却異常の評舗

過渡応答による検討心臓 199': 1I・ (SuWI3)
105-107 

3) Takaki H， Suna胆 W薗 K."喝imachiM. et 11 
Per<:utane0u9 tr山一副ralcolTlll1i!lsur 

"帥yimmedia叫…Qukkr…d 
VO， 10 mild exerc館 d飴pilejJllligniificant 

incJl!'.!llle!l in peak VO._ H.伺 rl (md Ves胞"
1995 : 10 : 3:!3-32? 

4) Robirnwn BF， EPStein SE， Bei~r GD， et al 

白川rolof heart rate by世記autonomkne円 飢 絹

酬皿αrcRrs 1柵"醐'"



μL.'. Vol.28 Sl)PPL.5 (J996) 81 

運動時心臓交感神経活性化の動態と

国 I一MIBG安静時画像・心縦隔比の意義

信oilf叢，..前原初平・ 大谷弘・"蔵省稽・

広仮朗・"、貧範夫・・丸~.. 夫・

"'J-Meu.i叫。陵情ylguanidi地(以下 "'I-MIBG)"

は"'"縛侵米絡にお砂る""句m句hrine(NE)顛似の

集積徴出慢帽を有していることから，その集積画像は

生体にHいて心."・神経視飽を非侵環的，容眼前に

評価する方設として用いられて8た しかし. MIBC 
圃像はあ〈まで，交筋神経の節前の取り込みを複すも

のであり .NE l!!I:幽予備能を反映するか否かは明らか

ではない そこで，生理的に最も大倉い交感待値の賦

琶をもたらす.大運勘負荷鼠麟時の冠動静脈温度観差

をむ虞 NE"出盤の第一次近似とし.MIBG安"時，.

・訟にお防る心"...比と対比した.

E対.
a血性心疾息を有しない心疾・IJ者男性4名，女性

3名の齢7例を対a院とした 年.U?:l.から 70織ま

での平均錫土1・aで.NYHA心根能分銅で1;1:1 11 3 

例. Ull3例.lIurが1例であった。疾患別で肱僧帽

弁皇賞帯症2例(!例1;1:PTMC後 E例"鹿髭J.&IIM 

む筋佳2悦 高 刷E心疾患2飢心筋炎1例.大動保

舟閉鎖不全復 t例であった。

S方途

制動脈ヘ Swan-Gam:カテーテル..内捌"..より

窓".眠澗へ. ，また土民鋤E聴から上行大国防線にカテーm テ

ルを欄入した色臥位白紙事エルゴメ タ を伺いて

佐観限界性多段傭煽網目運動負荷賦.険金施行した 呼気
ガスそユター下に負荷.を4分ごとに滋}-2Swattずつ

漏婚し各ステージごkに各繍位より NEalft何則周の

暢血を行つた NE新測は.HPLC ~ (.ソ】-HLCー

-制帰立医耐時l内"

{司F製相"・・..，併丘"..・."，n.多方剛院

{守民裕司"・3信.帽情ホ""，

nsCAJにて待った

また翠働負荷実組前後 1週間以内に'''r-MrBGの

樋像を符ヮた 叫 MIBG.111 M8q t-僻控した後，

'"分..時間後にプラナー像...'*した左重心筋す

べてを臨む術調度(H)と中制限附(MIに関心剣様を限定し

各関陥債峨の平鈎カウ y トを求め，初期臥後期保よ

り心"健闘比〈以下目IMIを求めた Washout Rat~ も

同時に算出した，

' 鎗男属
医 i に?併の'"助強度の鋼大に伴う動滑降 NE 調.~

の鳩大色窓動僻鱒 NE:_11眼差(CSNEoverflow)の

関係を示す求愉.'鳴にお砂る般犬NF.敗防量を反映

する.大大働脈 NE:allとむ隙からの肱尚昆を反映

するø....温度との聞に怯ー定の関係."め~かヲ
たが。魯省主例に~いて陥商賓の聞に高い直銭的縄開関

係(r=O.76-0鈎}を""負荷姐週置によらず両者の比

率がほぼ}定であることが示きれる 2例においては

忠動静脈 NE演度鍍霊長は負とな9 心・が来般からの

NIH:取り込んでいるζとが示された そこで各症例

での上記の回帰直・の勾a(-oおトw(l.91lt. MI殴3
後期画像の H/MO.O少吋 n>との関係をみるk閤2

に示すごと〈両者の"に有IJな"織的側関山網係(r=

0.15. p<0.05)t-Eめた このことは安飾僑 H/Mの

大念いものほど還動的の NE敏樹反応が大きいこと

4陸軍味する。しかし.回帰竃.勾配と前期画像の H/M
(r=Oω. p種。 問。およびW舗阿川 ratlo(r=O.05，

p=O盟}の聞には伺'"閣を思めなかった

8者.
本研究納得られた開閉は，安鶴時 MI匹画像の心

鍍周比が。運動時の心臓からの NE'度出a止を反映する

電動静脈 NE_1l鮫釜の変化と寵織的に相関する こ
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.(... '叫 細川旬GOl!l:期像の HJ)tl: 111の閲・直

線防備・cの関係

伺 z冠動・・IRNEU・a隆と会鋤.NE温度との聞係
NE: nor"!II問点 i，風 CS:coro闘"削 剥臥

日間Ovl!rflo....白崎町制間同-Aortk
NE刷山町

悶 E

出置がそれ.上回って低下しているこ kを示すもので

ある。以上のこ kから本研究で0・られた安"時 MIBG

循像心a健闘比左遥動符の煽動停脈 NE温度.段差との

術開関係は，安・・時LとNE取込の少敏い例で俗，'"神

鍾賦活時の NE"，凶予備..が低下していること を示

唆ずるものである.

本研究で俗対象mの""院が不均ーであり..険大目度第

録取盤血行動館街楓と心a露関沈。および遜動静脈 NE

.，.級建との聞には網鳴晴係は得られなかヮたがI 本

研究の緩集』志望安静時 MIBG画像のg・4をより明確6ζ

し得たもの企考えられる

文献

KJine RC， Swaru蛤 nDP. Wieland， et al: M~'ocar 

d・ali叩""，"叩 剛山ト123叫 iodoben
W恥岨出dine.J N，凶 MuJ1981。鎗 悶 13Z

Z) Merlct P， Valett" H臥Jboi$-Ra.ndejL， et al 

怜'ognosticvatue ofα吋iacmetaiotlobenzyl 

1山伽叩"， ，"、""岡市川町 fail
urc. J Nucl Merll992: 33: HI-477 

31 WiI1回附 Michael即 酎 叩 AG.et al 

AIm町maHtiesof car温iacaympa由民icf1凶""M

in pacilli-indl陪 dheart fai1ure路 a舗僧揖dby 

[ Il>IJ冊"咽峡間"蜘 anid帽回附."帥y

Circ司lmW情的94: 89 : 28-t3-2泡"

5 
Jl 

とであるこれまで安停時 MIBG画・の心制度嗣比は.，

g砂時心旗受信"鍾指働の定.t的措援として用いられ，

心不全の量佳度に応じて低下すること 生命予後と相

関すると邑が紺惨されて・た" また近年Williamsら

は心不全犬において心筋組・ NE含震と MlBG・像

心・健闘比が相関する ζと きら伝心判lll.t低l'ゃ飾動
脈規入圧ょ..で示される心不全2・艇aに応じて鍾下す

るこ とを示した" しかし安働時 MJlおの取込が交，，'

待値賦括的の NE放出動厳を反映するか苔かに院し

ては不明であった

局所の NE!<出.t.遠心性実峰得倍インパルス崎

大"の熟援却に対する有効刺・.t.窓鰍する 心領か

らの NE放悩・"冠動静脈 NE.度鍍鐙と冠動脈血

涜震の舗に"・樽....家のN'"込..加えた.の

として.. 自白され。 ヨド.""で用いた冠動向"眠 NE・a鮫

登はNEJJ度尚ltそのむのを反映する bのでIH旨い

MllJG画像は原理的に NEの取造量を反映すること

から，思."IiI.NE・a・.，，"心縦附比高値例では

NEJ度蜘録密造dに野価し， 低.例では NEa!I:白星を

よりE檀に反戦ずることとなり，実の4岨 N1t11!幽星

金..区とると聞2の函.置舗の勾"'"より急厳令も

のになる ζとが提定される aた遁動時に窓動....

NEU・段差がAと"る例では，心縁側比の低価で示

される取込の低下と&もに愛媛怖経民活附の NE&
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肥大型心筋症における

運動時血績ノルエピネフリン反応と心拍血圧反応異常

間谷筒紀・衣川徹・_..彦・"ロ法保・尾崎就ー-

.，本康彦・都図骨骨之・小竹 寛・ 真策裕人・

包大型心箇鑑の嗣.の脊景として。交感神経系の異

常，ならびにカテコラミ y分泌異常の存在が錦繍きれ

ている しかし...大型心".... 省にお砂る遭働負荷

.. の鐘略的血中カテコラミン反応.実感神邑刺温度と心

鈎血医応容kの関連について検討した報告陪少"

~.'m 

今回夜々...肥大型心筋症a轡に剣して運動負荷鼠

肢を纏行し.経時的に血中カテヨラミンを調ヌ宣すると

とbに，心勉血圧反応kの関遣について検討した

S射・8ヲ1.f1方途

鮒a院は...閉.. 性肥大型心筋鑑{以下 HCM)l!.者 13

4包で金例男性平地隼.は"主 2.(平均土極噂銀差}

でb9.隼・e一致さぜた男性健'信者 13名を対嗣"と

した NYHA心楓a色分'"は"..飢(J度 5例であ

り，いずれの症例も心電留にて署甥也左宣肥大ある

いほ ST-T変化.停っていた肥大峰式位。非対事単位

中隔肥大8例，心尖構軍大型3例.ぴ糧性肥厚2例で

あり，心エコー温よ -0盆中隔の銀厚1:1:11 r 1 mm，後
墨の盤厚U平均 12r1m町1，ti:i:l広破末期径は平均

43rl mm.左重層巨樹撃は平均"ま'"であヲたl'例

中8例は心.指デーテルa食費を施行し，いずれの盆例

も左室内使般授が省いことを磁認し.その他の症例で

もむ孟2 箇上，悶着民間際見.偲めなかヮた

温動負荷猷織憾。."，・下に...大負荷トレッドミ

ル紙験..正 Bruceii f:" mいて行った中止僚慢は。

11関棚心'"''予潤.大心銅像の踊%)潤違.21ステ-

"V鈴T.3)息切れ，下腹磁労。絢痛などの自覚症状

とした。血中カテコ，ミンの測定lt 安銅陽寺。各ステ

-v倭7時.運動ピ タ跨.温働経了直後および自m

…学帽1酬

'"“福島院県到~'T市扇町 3・"

期5分伝止場庵""眠より傑血し。ノルエピネフ リンおよ

びzピホフリンを HPLC踏にで制定したむ鮪反応を

倹討するため。心街白磁の."...からの噌/11星(dIlR)
..ノルエビネ 7')ンの柵蜘温(dNF.)で除した.dHRI

dNE f:".選働時の受辱神8毒劇..に封ずる心始婚加反

応の箔援と して飼いた

続併に1:1:.tWO-WilY ANOVA および.mpaiJl!dト

回叶附いた

B鐘黒

ヨE勘縛縦時聞は対関群 11.5念。"昔。 IICMlIt 
'.0主0.7分であり IICM"が省軍に纏かうた(，<

O防〉対照Z撃で憾 13例。 12例が目梅心柏歎に速して

遭働.侠了したの応対し HCMDでU 息切れ 下院

疲労などのG状で"了したbのが 46%に包められた

心微反応』ム陶群の娘移に援があ9 安静崎 ステ

ージ).よぴ(Jに舗いて俗岡群問に"."めず，運動

ピ タにおいては IICM鮮が有窓に低下していた

旧CM"¥"5対策風 129土6V1I 142企3bpm.p<O.OS)

{園1)

収...血庄は安静時はほぽ同等であった HCM併

では遷働により対照8撃に比して平崎債は大であヲた

が，統計学的に阿君撃の推移に盤肱..められ仕かった

{図1).i広!I"血既についても，闘"に扇併の惟修に

差は緩められなかった

安静時の血中ノルエビネヲリン温度は，商務聞に隻

がな<(U8企23 v!. 147全18pg/mO ，運動により。

HCM静は対照併に比ぺて.平均値は大であヲたが，統

計学的に有意では4旨かった.血中エピネプり :.--1;1.闘"

で岡憾の反...を示した{悶"

.dHR/.dNE 1:1:.統'昨的に関"の権修に.....め。

ステージIに.いて.HCM"が有志に低下していた

(0.181土O限切 ，，0・..土0.112.p<O飴)(闘J)
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E大型，-ulti症患者に交感神経系の拠調首が存在すると

いわれるが静創は明らかでは信い

省賀ら"1.1ノルエピネアリンを外悶性に役与し，肥

大型心筋盆鹿考においては過大な界a...め家柄血

管のヵテコラミンに，守する収舗反応性が武道してωる

と穆告している今回の績'すからも.HCMn.の昇医慶

応ほ対剣勝に比し過大傾向を..め，末繍血管のカテコ

ラ、ンに対する反応異常が存在している可能包が示喰

された

翠-受.縛曜期限に"する心組織組反応
(.dHR!.dNB) 

安静耐の血中カテコラミン温度に拠するこれまでの

報告は健常者と肥大型む筋症庖者との測に釜は佳い

とするものが多い今回の検肘においても.'!<静傍の

血中カテコラミン儲商群記舞金鹿め伝かヮたしかし。

週動負荷中の白銀ノルエピふフリ与謝‘...経略的に測

1 スチーゾ1， 11 ステージ11，
PK: iI凪ピ タ略。 ro温風終了司区後



定したことにより.IICM..は対則"に比し，血鑓ノル

ヱピネアリン反応は過大傾向を示し。肥大型心筋...陣

容に受傷樽経系の異常場噌在している可佐佐が矛峻き

，，，た

血.ノルzピネアリン上鼻に対する心鎗婿加反応

(4HR!sNE)は交'神鐸刺温風応対するむ変時仰周の

鎗舗とされ (chro問tropic町mpatl組制C憎"。問時

間濁，.心不全，.省では低下していることが鰻告きれて

いる..古賀ら・..佳麗ら叫..肥大虚心筋雀，.宥にお紗

る運動時5侵略"星...に封ずる心鈎困".に勺いて.."

L 遭酌時の心備隊と血中ノルエピホプリンの対..・a
kの関係に 符照"と肥大血心筋佳との簡で掌がなか

ったk・eーしている 一日方，高血圧笹E大ωでは交轡

神経刺単に対する度待作用が低下しているとの報告も

ある・3 今回の検問。、ら肥大星心筋....省では湿働時

の変緩神働側副院に対する心鎗地加反，.が低下してい.

ことが明らかとなった近年.l.e針。， o'噌，肥火蜜心

筋，..，者のむ筋β受客体がぴ漫位低減少しているこ

とを鰍告しており，このことが実感謝略訟に対するむ組

槽加慶応の係弱に関与している可能性があると等えら

れた

s ・・
運動負荷碍の血中ノルエピネフリン.穫を鑑略的に

測定することにより，肥*1II心筋症皐宥には受.樽鍾

4止腿 "止28 SUI'礼.， (凶'" " 

系の異常が存在し また遜動時受感神湿lJJ!般に対す

る心鎗綱初反応の低下が存在するととが明らか左な 9

7、.

8 文献
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急性アルコール経口摂取の

心肺伸展受容体機絡および起立耐容能への影響

清水先悦・ 2月俊直・ 温海俊樹・ 禽図典子・

.鰭珂夫・ 木川回隆 ・ 制泉徴・

アルコールには組立性降lf作"があり円また."

ore屯:eptorreflexによる心鈎敏篇舗にも悪修・のある

こと別が鰭告されている アルコ ルと'"旗色急死と

の関係については，心臓盆急死とアルコ ル多盤鍾取

と"閥遣を隠の 縛に虚血性心疾aを抱鍵されてい信

いアルコール多量鍍取例で高率に心臓性急死を認めて

いる"きらに心服性急死例では，急死前3時聞にアル

ヨールを筏取していた例が多しまずと飲酒機会の多い

土曜日の急死が目立つとしている" さらE ん""'~

鈎 nら陪心不全入院例を追民事し.心不全の原因として

アルコール多量室長取が4番目に相当し. 5年生存率と

も3喬固に繍関するとしている“

アルコ ル僚取と心鼠性急死が関連した成因0-"
にはアルコールによる組立性血圧調節障警が，またア

ルヨール鍍取と心不金の発生が限速したζ左から，ア

ルヨ ルばより慢性心不全で償能低下している・情橋

筋の血管"抗を側節する反射系である心飾仰民受容体

(CPB)偉能"への懇修.が忽注される この 2点を明

らかにする目的で本研究を行った

s対10と方濠

"‘院は 動停治鳴典型的胸衝で当院を受惨し心健常

と判断された 3<-ω...平街"土9(S防般の陸中等

.の飲澗習慣のある 11例である今自周いたアルコ

ル..率第 S次米国高血圧合同望書員会で許容されている

エタノ-.レ30ml"はほぼ噂じた 34mlを使糊した

まず下半身陰匡負荷 ILI制約以敵"に 10分間の

active $tandingによる起立以厳全自動蜘圧肝{日本コ

ーリン社毎1.ABPM-63仰を周L白て行った "分聞の

.位安静後の臥位3分間の平均血亙IP民 PdJ.平勾心

錨徹(HR)と立位8分から<0分の 3分間の平均値よ

・1乙且".医学筋肉将

(干'"網"館市jtll1-15-1) 

? .:lPs. dPd. dHR ~求めた.

つい で LBNPほ -5mmHg.-10， -15. -20と

CPB !lj絡をみるための低 LBNPOow LBNP)，強い

起立負荷状績をみるためー蜘前向ー醐高田NPO岨
LBNP)を行った刷。このさいマ yシx ツト訟で血亙

(Ps， P，ωt-. -i.o.闘より HRを。右よ腕にstraingauge
p叫ぴ筑間ぽrapll(アドパンス社製， SPG-16)を謎着し

て前脈血管血銀盤(FBF) を求~平均血圧を FBF で除

して".. 血管抵抗(FVRJとした全身循環動俸は，イ

ヤーピース式色現時給釈!1i1B本光竃祉関， MLC-~2附)
でむ係敏(C[)，宋備艇銑(TPRJ)t-求めた卑た肘肺線

よりカテーテル.，鋼入し中ω静脈亘(CVP)を測定し，

このカ テーテルよ り綴血し血後ノルアド νナリン

(PNE)~測定した ， High LBNP時に著しい低血庫あ

るいは低血圧症状出現府に"浴中で中止し LBNP耐

容時間(LBNPtilT凶を求めた

よ"の組立鼠属院をアル0-ル横取30分後に.LBNP

院麟を後取".附畿に鱒り返した アルコール担聴取前

後の比恨のさい銭周回畿の LBNPtimeは有愈に趨鋪し

たため lIigh 凶 NP"，の比厳には抱略取後の hii:h

LBNPq>の随圧に合bせた。

統沼十学的検定は"同dt-t叫により p<O.1s以下

を"'"とした

， ... 
2起立保政幽1に示すようにアルコール個聴取30

分後の組立時のP祉の上昇は仰制され。 HRの槽しは

強去った.

2安調ゆ時 アルコール自略取耐と鰐取 1時間後の安静

臥位符の循環動鋼摘繍およびPNEの比較告示す(袋

¥J.P3.Pdとも経度低下し，沼Rは婚した FVR，Cr
は不徒であったが， TPRI，CVPは減少し.PNE I;l:jf 

mした
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白土" " 土9 NS 。 (l/min/m') H 土由 自 札 l土0.9 NS 
TPR (dYl'lehft:Jcm ~'!田町 z回 4土田Z 上倒2土4悼 0.018 
CVP 1="ρ} 】0.3主... u土L9 o. oc凶2

PN' {回 1m/) 掴4土'"

3.ww LBNP鱒 アルコール寝耳陸前後の比般で

は，後のps， Pd I盆低<.HRI:大であヲたしかし 丙

Pd，日Rの安.椅との変化は. ，略取前後で有..な変化

をみな，.った

アルコールのCPB.能への膨.をみるために.low

LsNPの 5mmHg. -10. -15， -20時の %4

FVR.およびこの際の附負荷鐙磁の網・1%.:lCVPを

伺織に 4時点でよ名度した{周2). ，時点聞にアルコ

ル'聴取前後で%.dFVR.%.dCVP eも有傘な差異は

なかで診た.そzで亀包アルコールS聴取肱 CPB.能へ

の修・のないことが示された

‘High LBNPSJ アル2ール債取前後の比般を示

す{表2J. !聴取後のps， Pd IJ.明らかに低<.HRは大

であった FVR，αCVPは策調限前後で有."をみな

かったが.，慶取a貨の TPRIほ".で.PNE I左大であっ

た LBNPtimeほ割聴取後に煙鎗した会お LBNP途中

中止例主寝殿前では2例(l8%).e買取後7例(64%)へ

k変化した すu ち急性アルコール寝耳陸後に起立耐

容艇の恵化がみられた

S考.

急性アルコール担聴取の安静開の循環勘鰻への彫'に

関しでは従来の報告では前負荷の減少時後負荷の

低T・'.心取組伎の低下1船円 安峰神経系の."槽化剛"

が鋸告容れている 今回の成舗でもほぽ凋搬の成舗が

みられた.

今闘の成績から 2つの重要な所見が得られた 第 I

"心不全例でCPB.'曜の低下が縛告されている

が制。急性アルコール療取では CPB規範への悪.，.・が

"かうた点である Negative所見ではあったが事実々

の知る限仇アルヨ ルの CPB・健への効巣に関す

る・告はなされていないι 第 2に，急性アルコール綾

取後の組立隊"では度化が生じ.tBNPにより起立耐

容織が響し《低下した点である，今回の成舗がアルコ

ールに起因するt恩われるむ織性急死"と陪夜僚綜ぴ

つかないものの，今後さらに倹討すべきa要な点であ
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。噌 (mml!i:) 7畠主 " 防士lS 。刷

HR ゐ"，，1 剖.， ..士lS 0.012 

fVR (unlt) 白土22 "土lS NS 
cl Wm!n/m') ...土日 7 2.7士... N> 

TPR "，岡d圃c/cm-'/m'l 2.四3::1:814 2.414士'" 。制調5

CVP (cn.Hρ3 

PNE {四1m/)'
LBNP tin哩 {回.，叫

る主考えられる きらに今回の検酎ぽ健常脅で行って

いるため‘医来の barorec旬旬r・鍵が正常と考えら

れる対.であったが 心不全例でM低圧系の CPB・

憶と高IE'院のbarorecept俳.能がと bに陣省きれて

.り耐針。アルコールの組立耐響鰻への怒彫・が姐ま

る可緩性b考えられる.

5鋪.

急性アルコール録取は面庫銀の CPS!拠能への憲膨響

はない しかし安鯵併の血圧を鐘，...下し，起立鳴の

循"鋤.へも変化をおよぽし "に強い組立負荷炊飯

崎に信審しい血圧低下を生ずる
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恐慌性感者の運動負荷試験

1111煩昌明・ 殿岡章子・小林康之・ 安逮仁・ 大島茂・ 谷口興 ・

"鍵疾刻障がないにもかかわらず，動穆感や胸.. 者m
....好eーする母慢性盆鍛"..者(PO)11 纏環~斜への

.....障が高<，中には息者の強い要調で窓動脈途... 

で施行する.合bあるといわれている"・0 ープs，VD

"者では..，費負荷に，せする鯛値の低下が縛告されてお

り.健常者に比ぺて少，.の乳a費負荷で宵握飯の∞"

"'"'出認作動が制調障され不安売作が留婦されるとい

われている別

また powtr 51"回~解析によって PD 息者で"

HF成分が低下しており絹対的に副交感神経滅濁と交

感神鑑栂飽の過"による cat..，.，hola皿neunhalance 

の状・が循環."紋をだしやす〈 しているとも宵bれ

ている-t遭動区よる内因伎の筑園陸上昇が集合しτ
帥 cattack ~1It!Iもするか否かをみるため， PD恩者

にATに遣する週動負荷を行い，若干の... 舗を得たの

で繍告する

s対象と方法

対象は DM3-Rの惨断"，.を湖たす PD患者'"包

と年"と位をマッチさせた健常対象者 10名

1. Medgrapllics社製の Encon関 erCPE-2ωrでm
WI分のランプ負荷を行~'， % AT. lI:大国際素梢..を

ミナト主主腿の AE-280Sで測定し，解析ソフトは AT

d>re組 mplesystem ver A W 9 Cで解続安行った迦

動の前後で乳園陸と Ad.明岨1ine.Noradrenaline. D。伺

聞憎の測定を行ヲた

2. 30分の休穆の後に同じ超高置にて 50Wで6分間

のー段指負荷を行も..度来寝取量の時定微をもと惨た

3，PD 患者の心理学的特徴を解価するたゆに CM'

日大変盗岬ヒステリースョアーを爾定した (non-PD

・患者 10人と PD'障者 10人を対象として比駁}

輔自闘醐センタ』

押'"前・.・.町昭 3】"

8結集

1運働負荷紙険 PDIl者の%ATと%peakVo. 
は僧官官者に比ぺてM らかに低下して.，.足量負荷

での属製来週雇用院盆の時定a攻、有意に猛反していた VO.I
WRに有倉援はなかった{図!l

2.....健の変化乳酸U運動負荷後。 PD'患者...
正常瀞ともに有窓差なく約3俸の上昇をみぜ あ.ら

かな内因伎の乳酸よ界がおきている位もかかわらず，

AT負荷により恐慌発作の限発されたもの陪ひとりも

いなかった。

s心屋号炉的特徴 PDの..者の大線分は・を合併し

ているといわれている 同じ・核極にある忠者でも

""・catlackのおる患者と attackのない忠省との縮

途があるかを調べると 50s{Self-rating D句憎倒。n

Scalelで示される.状.."ω6f:.1I.2 略 50.'土

12.2(1¥8】と向程度であって bCMI (白開削 Medical 

，.-，の Hysteriaocoreは 2.81:1:0.81v冒 l.lI)f:.

0.26 (pくO.OOllt PD群は non-PD・a者鮮に比ぺ

て有恕に高<， PD患者で低被後示色の高いことが示

された

4. Catecholamine : PD群と non-J'D"で"時聞

のCatecholamine俳池去を比較してみると PD併は

non-PD瀞に比仮して Norad噌 愉line 217企27 vs 

69:tlUp<0.01l. 001悶mine1.69噂土466VB 619土問

(p<O.01)色著明省高値を示していた 傘た週動負荷

前後の Adre闇 lir砲は，連動前値で 0.11コtO.021vs 

0.06土0句<0.01)と有"に PV併で高舗を示すが週

動後では 0.31士0.01摘。"土0.16と有窓盤がな〈な

っている Noradr凶岨l・皿払運動前で0.l1:1:0.07vs

0.43主0.11と有意重量がな〈 運動畿で2.39土0.52略

。71:1:0.11(p<O.OOllと省窓に PV"で峨加を包め

た Dopamineは運動前でも 0ω1土0.026vli 0.02土

o (p<O.Oll t PD鮮で有窓に低下しており，さらに運
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%AT %Peak VQ， Time Constant 
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• a .. } "問 ." 山

国 1 置輔 副11.0of u軒目o t..t.

-町祖師M

制銅 山

明

" 

" 

。s

• 

噂 組 Dopamine 
凪1・

'" 

" 

，. 

• " ωt・thol・"，ineIe .. 自民'"'・・ndafter eurc ... 

.. 後では。 PDIIでO.!(全a.03vs 0.0.土0.01(p< 

o ω11と有志な岨加を示した(図2) 

5考.

E"旬開'"民holaminopathyと温動耐客飽包下と

がどのように謹翻してゆ〈のかほっきりしないが， PD 

患者では後暗示位の高いところかち鹿知の盃みが予測関

不安を生み，との限った身体反応の条件づ"が院，.栂

cate吃holaminopathy金引き起こすと恩われる また

運動の動車を懸〈して充分.カを発婦で曾.い可能性

もある しかし。医療省が見守っているという像"の

なかで患者が自らの順大運動能カを知ること.."者の

む疾患への不安を払鼠L，患者の白舗を回復き曾T，

AT負荷a噌副知の盗みを是正できる興畿となりうると

とが納得できる..・ AT負荷は PD患者の叫bnom沼 l

groupとしての運.".容能を野価できるとともに寵知
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銀法論切句集.もたらすものとしてその有鮪伎が野値で

$ると恩われる

5・・
l.PO.e省の遭・樹容儀"低下してU1)， 'f 11.>9(;. 

11 poor efl'ortにある

2. PO..のu健婦"恰clw'v凶nopathyを毘めそ

のことが遭勘樹容能低下にはなんらかの関連が考えら

札る

3. AT負荷'<PD・者の毘知錫詮の絹鮒となりうる

と考えられる

g 文・a
1) Bitman BD; Panie diωrder in p雌i伺 tswith 

anglogra凶回lIynonnalωronary art聞~A.

JCw胡副 1992: 92: 33 s-40 s 
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立位自転車ヱルゴメータ負荷にお廿る

呼吸 ・循環応答の検討

坂本和居留・ 鯵厳隆 ・ 護費辺鎗行・ 2究~裕之・ 外山晶弘-

".巧・ 山内.... 噌陶鍵窓・ を多下情". 稲葉武・・

a・・砲に，唱する呼吸・循環応答にU.体位による"'"

tl1tt 6 11 下彼自伝.，~ブメータ，，~ゴ'"働貧衛

隊 織に臥依もし (U，堅位にて‘侍されて""，

位では銀行されてい@い本研究でIt.健曾例に"い

て立白血エルゴ週勘に."る呼吸 繍濁応.....討し

t.: • 

S 鮒・とコ町2在
対.は健常男性6例でるり.平均等"は"企..で

あヲた 遅動負荷.u，白・，.ヱルプを用いた 10WI分
の様相棒にて範行し.高度下厳鑑労にて中止した 慶

位では 20W/~分.立位でU. 20 W/~分.し< IJ: IωWI 
分より開始し食 U:. 5例に"いて.. 位，ルゴの廻

陵燭mの終了2分前から"位エルゴに移行する虚位+

主位，ルゴ負荷む縄行した とれらの運動負荷"にB

Wる根...血J! 心lDtt.IfJl.I!ス分割暗より求。た"

*震e.，l!lJl.・t.1$1. U胃酸測を立位，ルゴ』ヒ庫健

三ルゴとで比厳した

S舗展

運動初期 (20W・1分州}で信心徐順守収備期血圧.

殴宗祖廃".のいずれも立位負荷が有怠湾大であ9た

{園 1)..JrJ負荷の中止...はいずれも下E聖書庫労で.

，たが，自覚的.大負荷までの忍勤符段鱒聞は虚位，

ルゴ 11 . 31争念 1 . 0 分. "位，~ゴ 2.3主0.3分， . "位

エルゴで，...に下厳"労を生じた ..高ゐ拍・..・

高".，際取...・..Jt.，・高呼吸禽いずれにつ

いても皇位，ルゴが島健，ルゴよりゐ有..に大であヲ

た{聞 2*1.1:(3) 岡一唯・・(110W/到 で民却して

u穴写・"医隼自民肉縄
，.捕 っ'"相互台山】

開削.病院.値段盗傷

，.描 て" 叫融制刊

もむ'"・段.I・*担買取..lI:.aについて立位三ルゴが

E皇位エルゴより有志に大で.った{園" 負荷拘.... 

関@ 殺さぜて，座..+立..'ルゴと庫健，ルゴ>lt

.複すると前者が心鎗管一 11.自聴取盤にヲいて突なる傾

向.示した{悶5上

s 勾封書
Holml[f明らはヨ".慶伎と安静tT.t!H比映すると。

立位でより心拍散が多〈かつ心容穫が小さいことを線

@した削 Vokacらほ上肢ヱルゴ温脂貨調に.付る呼

吸鎗繍応答は塵位と"..，で..民の'<いこと.後告

した" しかし下ltlLfltx.ルゴ週働に".る呼畿 .. 

...，寄U明らかで."い本研究の箇鍵よ，.立位ヱ

ルゴ翠働....健エルブ還E胞に比ぺa・かっ過大信呼

吸繍寝応答金もたらした その."U:. 1) :o::位エル

ゴでほ.tJ.健司座"を優待するための・'R温腸負衡が加

bる信どにより...な実績神鑑の繁ヨ離を"ずること，

Dよ9多〈の筋肉酔が動蝿きれるこ，.あると僧粛さ

れた.

s ・・・
健司育男性に勾いて，立位下院エル:;11;t!l!位下館"レ

ゴ巳比し ....かっ過大な呼吸 ・繍楓也箸を示す.

S 叉調隊
n Astnmd問 andSaltin B: Mnim凶， .実河町

U桝.k，・ndheart ra包 in...rious type of mU!ICu-

1・r・C旬、再ty.J A角"P鳥"必11961:1&: 911-981 
21 Hol~噂"盟n A .nd OvenfOTS CO: Heart vol叩~

al re鋪 andduring mwに叫.， work in the釦伊僧

訓 din thf! Bitti~同， .偶川胴 A<“ Mtd sc溜鳳d

B絡o: 167 : 261-'177 

3) Vokac Z. Bauu-Holter BE ・ndRodahl K 
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心不全患者における

下腿三頭筋目安静時 PCr/βATP比の意義

神田単一・大坪光奥・米博一也・伊谷哲郎・西島宏酒・北島闘・

198お年.M"，町らはネコの下腹骨絡"において

oxid副，，'好気的)な筋肉と glycolytid解種的}な筋

肉引ま， ATPや町田，h民 reatine(町，1などのエネル

~-"河町..に穫があり， oxid岨"な節線維ほど pc，
のATPに対する比調節(PCr!ATP比】が低いことを箇

生(lIH:"'p. Magnelic R飴ο"'"目 S"'"甘O5COIlY("P-

MRS)を周いて置明した"毎日.

このことは，図1のように鋭明される。叫dativeな

筋飽舗では筋肉ミトヨンドリアにお砂る有国際索健

ATP窟生能力(酸化的鱒齢化}が高いため.運動時エ

ホルギー供総において ~m肝~I なエネルギー供給系

である陀:r-ATP来への依存が相対的に少な〈盆るー

その結集.PCr/ATP比.. ')、さ〈鉱石(TQtalCreatine 

も少な〈なる) ー方， glye叫yticな筋銅線では，有，.

m怯 ATPi!I1生能力が低いために，陀r-ATP，Hiへの

依存が大嘗<.PCr/ATP比が大包〈なる (T，加I

Crea山eも多〈なる}すなわち，筋の有厳粛<ネルギ

ー代尉飽力がこの陀げATP比に反映されると轡え

られる

慢性心不全阜者の骨格筋では有園陸策代魁能力が低下

していることが報告されているが，この病簡を反映し

て町;r/ATP比が増加しているととが推測される 置I

P-M闘では，陀r.ATPの脚摘を測定することは

盛雌であるが.MRスペクトルから計算される配U
ATP比により慢性心不全血者にお防る骨織筋の有酸

素代開飽3りを僻価できるので憾ないかと考えられるー

s 目的

慢性L不全息者および蛤常人の安静碍下島三"'"にお

砂る PCr/β-ATP胞を測定し.心不全a愈度

(NYHAJ.温'"耐客鐘{最大観衆自慢取....然性代附鯛

値}との関係を倹耐した

s対.
慢性心不全息者"人{年働貯金9歳身長 161.5:1:

8.7 cm，体重 56.8企 11.6kg. ttlll!~υ筋使.弁卑

盆 5.先天怯心疾.:3.陳田性心筋8!a:4λ， 

NYHAI ・2，1J:S.凹 10.人)と健常人(艶&洞~"')

寝 tMetabollte 1・v・Is01 ~at 池..  f・1m....:le 

B句" "'""国( >15部 t岨 l~iWt) "町古 slowtwitch) 
Mctaboli!e Jeγe1s， mM 

AT' 且叩士0." '-'旭士'"
I'C， ，'-'土'-' 同点主2.8

Total世田1;田 35.1士'-' 24.4土'-8
PCr/A'τp 3.92士O.lfj 3却士0.30
Pi/ATP 0.35:1:0.06 2.01土0.21
In置 ADP O.31XlO・ H.2xlO' 

R珊 IdA. Me阿 1臨

..・.• 文字医字毎....内縄

1.側初制鹿市北区北路網島西n即



( pe..ATN ) 

酬 d.抑制...
t・脚防相司

PCr/ATP1t 

gly同制刊...

" ~刷

一一 削

即時 I Q歪E

lIiI I Ox出色1....Ilberと耐ω勿自由加におけるエネル

ギー倹鎗績の追いと PCrIH→ATPJtについてのシ

ェーマ

u人{年働"ま7..159.1士6.3cm.体:a55.3:t1.6

kJJ'の計 31人

i .・
シ メンス社製Magnetom1.5 T(8伝導，.蛮包.. 

~の 31P袋函コイル

s 方塗

O"P-MRSを瑚い.下包三頭筋の"勝時MRスペ

クトルから PCr/p-ATP比を計算した2)別日に坐位

自転車エルゴメーター運動にて呼気ガス分野を行い，

媛大級嶋2聴取t(peakVo.l， iIfI..位代附陶値(AT)を

測定し.PCr!p-ATP比との関係.倹射した. .た

NYHA分舗と PCrlp-ATP比 kの関防系金検討した.

下回三績筋O.個人の activityが...も反映されて

いる"肉と考え，測定の対-とした

なS.ATPの p飽kとしてβ-ATPをmいているの

は...γの戸当，kにltぺ NADH.ADPなどの"なり

が少ないだめである

， .・a匹。図2陪両酵の典型例の MRスペクトルである.

慢性心不全例では健曾に比べ ATPに対する""の

シグナルが大き〈なっている

z，褒 2は商"にお付る最大...，買取t(peak

¥'0，)， .Jt佳代劇闘値(AT)陀rlp-ATP比である.

各々の呼気ガス飽棟旭よぴPCrlp-ATP比に脊'"監

が認められた(p<O.O))
31園3は NY悶A分銅tPCr!βATP比との関係

である 健常事草とNYHAIfおよびm.撃に有""が毘

められ.全体と しては.NYHAが'.笹なほど町，/β一
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N町 m.S山.Ject

"， 

." ...ATP 

E互亙亙三ヨ

10 5 0 -$ .10 .15 .lO .l5 

chemlcal酬倫 (pp叫

CHF Pa陶'"

同 r

巨互豆豆0=3.:1

..ATP 
'."TP 

10 5 0 -5 .10 .15 お

chemlcal shlft (ppm) 

個 2 各・の興哩例の..スペクトル

'"  舎.障の.大厳罰属領.....降気世代劇潤色 PC.I/J
-ATP比

peak "0'0， AT PCrlp-ATP 

健常静 31.8士唖.，. "宮土'.Z・ 2咽 6士0.'・
心不全酔 l~. 9士5.1 u唖士'.1 '"土... 

~"企SD 陣ak Vo" AT 剛 IJklf/min・11<0.03

ATP比o商い傾向があった

" 掴4は PeakVo，およびATとPCr/β-ATP比

の関係である.各々に省調Eな負の組閣が包められた。
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心機能障害患者にお貯る

運動耐容能と安静時腎血流分布の関係

.'TIシンチグラフィによる検肘

和図攻・ 緑野芥英次・ 音域医子・ 石湘久也・ 域安芳司・

石坂纂二・ 亀山智樹・ 芥よ博・ 瀬戸先・・

慢性む不全息者では.これ.で多〈の安瞬時血行動

観術観と遭鋤耐容艇との倒閣が乏しいことが知られて

いる" -丸心寺金患者では.安静縛同血中ノルエピ

あフリン漫度が運働耐容能と逆相関するこ止が綴告さ

れている約交感神包括動の膨・を受付やすい膏血涜

分布は，運働耐容能と相関する司自伝性がある ft.l<'li. 

すでに削T1シンチグラフィを周いて骨抱..の血車分

布を定盤的に僻備する方法.提案しその有用伎を報告

した"今風この方ままを腎臓に応周し...血潟分布を

定量的に野町価するニとによヲて 心H眠障陣曹息轡にお

付る週凶舗尉容艇と安--凶際分布との関係を'W1した

5 対aと方溢

無症候性心..能障司書E患者 13例(:ti:!i!:1II阪自分語 42:!:

16 %.平均土保準備きを)と慢性心戸不全息者 6例{左室‘露

出分薗 40主23%)!'対象とした."礎疾患のうちわげ

は，目前i目性心筋梗事が 10例，弁"..総が8例と盤強型

心筋密室が2例である 箆位自伝車エルゴメ タ .ro 
いた多段階獅幼還動負荷賦験を行い 連続呼気ガス分

析から anaerobトC山間怒hold1:: .隆膏酸素星野取量を求

め.湿働耐容能の街制限とした 安僻時"血流分布の腎

舗11.'''TI ~ンチグラフィによって符った安....伎
に て捌T1を54MBq8注した舗も彼倹者を仰鳩A位と

し.'''TI静注 10分後から，大視野角形ガンマカメラを

用い....事後置像を録制除した...臓におりる血擁分布

告定量的に解析するために 図1<ミ示すように関心領

械を殴定した腎臓の'''T!~買取率は， 役与した胤T1 総

カウント紅対する両側腎臓の絢'T1カウントの比噂k
して求め.とれを膏血流分布の.."とした

.，"酬酬市内

開.....科

{〒 醐"富山市杉 谷剛

. . .. 
図2に代袋例を示す准は大動脈針閉鎖不全位を有

する鋸症候性心.能障害患者で 右は陳l自性心筋眠畿

を有する NYHA1stfの4心不金患者である 右のむ不

全血者では，左の鋸窃候性."織能荷車種害患者に比ぺて。

"臓にお"る'91TIの取り込みが少ないこ とがわかる

安静時晴血"分布は心不全思考で5.6土1.4%1::無健

候性心機能障省患者の 7，8;1;1.0%に比ぺ。有愈に減少

していた 図3は，全復例の安飾時野血流分布と運動

耐容絡の関係会倹肘したものであ名 安静時膏血語配分

布と録商同質素綾取..との聞に11r=O.5Jの有意な互相

凋'"認めら礼た.一方 anaerob制CIhreMold UW血諸

分布が少ない例で低下する傾向...めた

罰 I..':l:ilHlsII.溝分間量叩



第 40回循環鎗負荷研究会

目時 平成7年2月‘ 目

金調.‘査団連会館園崎会楓喝

t量量人 下柑克朗{周立循贋.~セyター》


